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掲載のイベントなどへ参加する際は、手洗いや
マスクの着用などにご協力をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベントなどが中
止・変更となる場合がありますので、必ず市ホームページをご覧にな
るか問い合わせてください。（掲載の情報は4月14日現在です。）

★「見やすい誌面づくり」のため、広報いずみさのは今月号から全ページカラーになります！
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2広報いずみさの 令和4年5月号

▲絵手紙作家の宮脇泰彦さんによる番匠谷さんの
似顔絵が添えられた委嘱状などを贈呈

　

３
月
29
日
㈫
、
泉
佐
野
市
役
所
に
お

い
て
、
本
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
番
匠
谷
紗
衣
さ
ん
の

泉
佐
野
市
Ｐ
Ｒ
大
使
就
任
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

就
任
式
で
は
、
千
代
松
市
長
か
ら
の

委
嘱
状
贈
呈
や
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
番
匠
谷
さ
ん
の
就
任

あ
い
さ
つ
で
は
、
地
元
で
あ
る
泉
佐
野

へ
の
愛
着
や
Ｐ
Ｒ
大
使
就
任
の
抱
負
な

ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
歌
も
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

番
匠
谷
さ
ん
に
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
本
市
の
魅
力
の
発
信
に
ご
協
力

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

泉佐野市出身の泉佐野市出身のシンガーソングライターシンガーソングライター
番匠谷 紗衣さんがPR大使に就任！番匠谷 紗衣さんがPR大使に就任！

番匠谷紗衣（バンジョウヤ サエ）さんプロフィール
　1999年1月4日生まれ、泉佐野市出身。中学生の時に
アコースティックギターで曲を作り始め、同時にライブ
活動も始める。
　2014年4月「泉の森さくらフェスタ2014」ゲスト出演、
「FUJI ROCK FESTIVAL '17」、「ap bank fes'18 pieni 
stage」、毎年アメリカで開催される世界最大規模の楽器
ショー「The NAMM Show 2020」など様々な大型フェ
スにも出演。
　2020年、一生音楽を続けていく場所として自主レーベ
ルを発足。代表作品：「ここにある光」（テレビ朝日「科
捜研の女」主題歌）、「自分だけの空」（ABCテレビ「ラン
ウェイ24」エンディングテーマ）ほか

問合先　まちの活性課（☎469-3131）問合先　まちの活性課（☎469-3131）

就任式では歌も披露していただきました▲
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３
月
29
日
㈫
、
泉
佐
野
市
役
所
に
お
い
て
「
燃
料
電
池
自
動
車 M

IRA
I

（
ミ
ラ
イ
）」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
南
海
株
式
会
社
お
よ
び
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
南
海
株
式
会

社
よ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
と
災
害
時
な
ど
の
電
源
供
給
を
目
的
に
、
本
市
の
公
用
車
と

し
て
「
燃
料
電
池
自
動
車　

M
IRA
I

」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
千
代
松
市
長
が
両
社
の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
久
保

尚
平
様
か
ら
レ
プ
リ
カ
の
鍵
を
受
け
取
り
、
本
市
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

M
IRA
I

は
、
水
素
と
酸
素
の
化
学
反
応
で
生
じ
た
電
力
で
走
る
燃
料
電

池
自
動
車
（FC

V

）
で
、
環
境
に
や
さ
し
く
ま
さ
に
「
未
来
の
車
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
環
境
問
題
へ
向
き
合
う
本
市
の
姿
勢
の
象
徴
と
し
て
、
公
用

車
で
の
活
用
や
防
災
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
の
展
示
、
給
電
機
能
を
活
用
し
た

非
常
用
電
源
な
ど
、
幅
広
く
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環境にやさしい未来の車環境にやさしい未来の車

燃料電池自動車のMIRAI（ミライ）が燃料電池自動車のMIRAI（ミライ）が
泉佐野市に贈呈されました泉佐野市に贈呈されました
問合先　政策推進課問合先　政策推進課

広報いずみさの 令和4年5月号3

カーボンニュートラルの実現に向けて…
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■
投
票
で
き
る
人　

平
成
16
年
５
月

16
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
令
和

４
年
２
月
７
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、

そ
れ
以
降
引
き
続
き
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

【
市
内
転
居
者
の
投
票
場
所
】

■
投
票
所
入
場
整
理
券　

投
票
所
へ

の
入
場
整
理
券
は
、
５
月
６
日
㈮
頃

ま
で
に
、
世
帯
ご
と
に
封
書
で
送
付

し
ま
す
。
封
書
に
は
、
世
帯
全
員
分

を
同
封
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
届
か

な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
場
合
で
も

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
受
付

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

入
場
整
理
券
が
届
い
て
も
、
投
票
日

当
日
に
選
挙
権
の
な
い
人
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
場
整
理
券

を
本
人
以
外
の
人
が
使
用
す
る
と
罰

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
投
票
所
で
は
本
人
確

認
の
た
め
に
「
住
所
」「
氏
名
」「
生

年
月
日
」
な
ど
を
お
尋
ね
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票

【
投
票
日
時
】
５
月
９
日
㈪
〜
14
日
㈯ 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
施
設
・
病
院
等
で
不
在
者
投
票
を
行

う
場
合
は
、
午
後
５
時
ま
で
）

【
期
日
前
投
票
所
】

●
市
役
所
３
階
３
０
１
会
議
室

●
泉
佐
野
駅
期
日
前
投
票
所
（
南
海

「
泉
佐
野
」
駅
山
側 

観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
隣
）

※
駐
車
場
、
駐
輪
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
、
用
事
、

旅
行
な
ど
（
期
日
前
投
票
事
由
に
該

当
す
る
場
合
）
で
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
期
日
前
投
票
所

へ
投
票
所
入
場
整
理
券
（
裏
面
の
「
期

日
前
投
票
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
の

記
入
が
必
要
。
事
前
記
入
に
よ
り
受

付
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
）
を
持

参
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
未
着

の
場
合
は
な
く
て
も
可
）。
印
鑑
は
不

要
で
す
。

※
期
日
前
投
票
を
行
お
う
と
す
る
日

に
ま
だ
選
挙
権
を
有
し
な
い
人
（
例

え
ば
、
投
票
日
当
日
に
は
18
歳
を
迎

え
る
が
、
期
日
前
投
票
し
よ
う
と
す

る
日
に
は
ま
だ
18
歳
に
到
達
し
て
い

な
い
人
）
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
人

は
、
例
外
的
に
従
来
の
不
在
者
投
票

制
度
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
不
在
者
投
票
】

●
指
定
施
設
な
ど
に
お
け
る
不
在
者

投
票
…
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
さ

れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人
で
、

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
は
、
そ
の
施
設
な
ど
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
各
施
設
に

投
票
し
た
い
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

●
滞
在
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票
…

出
張
や
旅
行
な
ど
で
遠
隔
地
に
滞
在

し
て
い
る
た
め
、
投
票
日
当
日
に
本

市
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
本
市
の

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用
紙
の

交
付
を
受
け
、
最
寄
り
の
市
区
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
①

〜
④
の
と
お
り
で
す
。

①
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で「
宣

誓
書
・
請
求
書
」
を
も
ら
う

※
本
市
選
管
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tps://w
w
w
.city.izum

isano.lg.
jp/kakuka/senkyo/

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
必
要
事
項
を
記
入
し
て
本
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
送
付
す
る

③
投
票
用
紙
等
が
届
く

④
最
寄
り
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
す
る

※
選
挙
管
理
委
員
会
以
外
の
場
所
で

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
送

な
ど
に
日
数
が
か
か
る
た
め
、
早
め

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
郵

便
等
投
票
）

　

身
体
の
障
害
な
ど
に
よ
り
、
投
票

所
に
行
け
な
い
人
が
郵
便
な
ど
で
投

票
で
き
る
制
度
で
す
。
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
で
重
度
の
障
害
の

あ
る
人
、
介
護
保
険
で
要
介
護
状
態

区
分
が
要
介
護
５
の
人
は
、「
郵
便
等

投
票
」が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、「（
表

２
）
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
る
人
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

投
票
す
る
に
は
、あ
ら
か
じ
め
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
が
必
要

で
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
交
付
を

受
け
て
い
る
人
で
も
、
有
効
期
限
が

過
ぎ
て
い
る
場
合
は
更
新
が
必
要
で

す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
投

票
日
の
４
日
前
ま
で
で
す
。
ま
た
、

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人
で
、
自
ら

投
票
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
上
肢
ま
た
は
視
覚

障
害
の
程
度
が
重
度
）
は
、
代
理
記

載
に
よ
る
投
票
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、「（
表
３
）
郵
便
等
で
代
理
記

載
に
よ
る
投
票
が
で
き
る
人
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
療
養
し
て

い
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
郵
便
な
ど
に
よ
り
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
特
例
郵
便
等
投

票
）
対
象
者
や
請
求
方
法
、
請
求
書

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
、
詳
し
く
は
本

市
選
管
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
濃
厚
接
触
者
の
人
は
特
例
郵
便
等

投
票
の
対
象
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
選
挙
公
報
の
発
行　

選
挙
公
報
に

は
、
各
候
補
者
の
政
治
信
条
な
ど
が

簡
単
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
候

補
者
を
選
ぶ
と
き
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
投
票
日
の
前
々
日
ま
で
に
届

い
て
い
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の
制
度

●
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
・
デ
イ
ジ
ー

版
・
点
字
版
の
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
…
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
、

選
挙
公
報
や
投
票
方
法
な
ど
を
朗
読

し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
・
デ
イ
ジ
ー

版
ま
た
は
、
点
字
版
の
「
選
挙
の
お

知
ら
せ
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
か
１
つ
を
選
ん
で
、
選
挙
管
理

委
員
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
過
去
の
選
挙
で
、
す
で
に

申
し
込
ん
で
い
る
人
は
、
新
た
に
申

し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
手
話
通
訳
者
の
派
遣
…
投
票
日

当
日
、
聴
覚
ま
た
は
言
語
障
害
な

ど
に
よ
り
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
人
に
、
手

話
通
訳
者
を
派
遣
し
ま
す
。
希
望

者
は
投
票
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Fax

５
月
５
月
1515
日
は
泉
佐
野
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

日
は
泉
佐
野
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

任
期
満
了
（
５
月
23
日
）
に
伴
い
、
泉
佐
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

告
示
日　

５
月
８
日
㈰

投
票
日
時　

５
月
15
日
㈰ 

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
所　

市
内
35
ヵ
所
の
投
票
所　

※
（
表
１
）
投
票
区
の
投
票
所
お
よ
び
区
域
一
覧
を
参
照

開
票　

５
月
15
日
㈰ 
午
後
９
時
〜　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館
（
市
民
総
合
体
育
館
）
大
体
育
室

観光情報
センター

交番

泉佐野駅前
ロータリー

銀行

南海｢泉佐野｣駅

ホテル建設中

コンビニ

期日前
　投票所

▲泉佐野駅期日前投票所

届
出
の
日

投
票
場
所

令
和
４
年
４
月
11
日
以
前
新
住
所
地

令
和
４
年
４
月
12
日
以
後
前
住
所
地

泉佐野市議会議員選挙

4広報いずみさの 令和4年5月号

泉佐野市R04.05月号.indb   4 2022/04/22   16:52:01



　ホームページは…

投・開票速報
　投・開票速報は、選挙管理委員会事務局のホー
ムページ（https://www.city.izumisano.lg.jp/
kakuka/senkyo/）でお知らせする予定です。
　また、開票速報はJ:COM末広体育館（市民総
合体育館）2階入口に掲示します。

（表1）投票区の投票所および区域
投票区 投票所 区域
1 新家町会館 新家町、南長坂町、見出住宅

2 市立北部市民交流センター
本館・北部公民館 鶴原東町、下瓦屋南町

3 鶴原町会館 鶴原町、鶴原中央住宅
4 下瓦屋長生会館 下瓦屋町、住吉町
5 中庄町内会館 中庄町
6 湊町会館 湊町
7 旭町会館 旭町
8 新町長生会館 新町、新浜町
9 春日町会館　 春日町、大宮町

10 市場町会館 市場町（市場東・市場西・
市場南）、中町

11 市立第二小学校体育館 高松東町、高松西町、高松
南町、高松北町

12 市立第一小学校体育館 元町、野出町、西本町
13 大西町会館 若宮町、大西町

14 親子教室（旧つばさ幼稚園） 松原町、羽倉崎町、りんくう
往来（北・南）、泉州空港北

15 市立日根野中学校武道場
（体育館）（＊1）

日根野（東上・久ノ木・中筋・
西出・野口・西上・新道出）

16 野々地蔵老人クラブ常設集会所 日根野（野々地蔵）、俵屋

17 長滝町会館 長滝（東の番・西の番・中
の番）、長滝第一住宅

18 長滝住宅集会所 長滝住宅
19 上町長生会館 上町

20 市立上之郷
コミュニティセンター（＊2）

上之郷（母山・机場・女形・
上村・中村・下村・郷田）

21 安松町内会館 安松町
22 南中岡本町会館 岡本町
23 樫井東町会館 樫井東町
24 市立南部市民交流センター本館 樫井西町
25 土丸町会館 土丸
26 市立大木小学校　会議室（1）大木

27 羽倉崎住宅中央集会所 東羽倉崎町、新安松町、羽
倉崎上町

28 府営泉佐野佐野台住宅集会所 佐野台町、東佐野台町、西
佐野台町、南泉ヶ丘町

29 貝田町会館 貝田町、鶴原北住宅
30 上瓦屋長生会館 上瓦屋町
31 本町長生会館 本町、栄町
32 葵町会館 葵町、幸町
33 泉ヶ丘町会館 泉ヶ丘町、新泉ヶ丘町
34 笠松町会館 笠松町
35 市立新池中学校武道場（＊3）泉陽ヶ丘、松風台

障害などの
区分 障害などの程度

身体障害者
手帳

両下肢、体幹、移動機能 1級または2級
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 1級または3級

免疫、肝臓 1級～3級

戦傷病者
手帳

両下肢、体幹 特別項症～
第2項症

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、
肝臓

特別項症～
第3項症

介護保険の
被保険者証 要介護状態区分 要介護5

障害などの区分 障害などの程度
（上肢または視覚）

身体障害者手帳 1級
戦傷病者手帳 特別項症～第2項症

（表3）郵便等で代理記載による投票ができる人

【（表１）について】
　投票所の地図は、「投票所入場整理券」に記載
しています。わからないときは、問い合わせて
ください。
（＊1）第15投票区…昨年執行された衆議院議員
総選挙の際は、工事のため「体育館」が投票所
でしたが、工事の終了により投票所が「武道場」
に戻っています。ご注意ください。（「体育館」
と「武道場」は同じ建物内にあります。）
（＊2）第20投票区…投票環境向上のため、今回
の選挙から投票所を「市立上之郷小学校多目的
室」から「市立上之郷コミュニティセンター」
に変更しました。お間違えのないよう、ご注意
ください。
（＊3）第35投票区…投票環境向上のため、今回
の選挙から投票所を「被服室」から「武道場」
に変更しました。ご注意ください。

（表2）郵便等による不在者投票ができる人

４
６
３
・
１
１
０
０
）
ま
た
は
直
接
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過

ぎ
て
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
派
遣
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
係
員
が
お
手
伝
い
…
投
票
所
は
既

存
の
施
設
を
使
用
す
る
た
め
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
施
設
も

あ
り
ま
す
。
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る

な
ど
、
改
善
で
き
る
施
設
に
つ
い
て

は
順
次
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
改
善
が
で
き
て
い
な
い
投
票
所

に
つ
い
て
は
、
係
員
が
お
手
伝
い
し

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
へ
気
軽

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
点
字
投
票
…
視
覚
障
害
者
は
点
字

投
票
が
で
き
ま
す
。
点
字
器
や
点
字

の
候
補
者
名
簿
な
ど
は
投
票
所
に
あ

り
ま
す
。

●
代
理
投
票
…
身
体
に
障
害
な
ど
が

あ
る
、
ま
た
は
文
字
の
読
み
書
き
が

で
き
な
い
た
め
、
自
ら
投
票
用
紙
に

記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
は
、

補
助
者
が
代
理
で
投
票
用
紙
に
記
載

す
る
代
理
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。　

　

代
理
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
投

票
管
理
者
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
、

係
員
の
中
か
ら
２
人
の
補
助
者
が
選

任
さ
れ
、
１
人
が
選
挙
人
の
指
示
す

る
候
補
者
名
を
書
き
、
も
う
１
人
が

立
ち
会
い
ま
す
。
な
お
、
だ
れ
に
投

票
し
た
の
か
と
い
う
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

投
票
所
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

を
設
置
し
、
係
員
は
マ
ス
ク
な
ど
を

着
用
の
う
え
投
票
所
内
の
換
気
に
努

め
て
い
ま
す
。
投
票
所
へ
来
場
の
み

な
さ
ん
も
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
の
実
践
や
手
指
消
毒
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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高齢者の安心・安全な生活を応援します高齢者の安心・安全な生活を応援します
～予算がなくなり次第終了します～～予算がなくなり次第終了します～

申請・問合先　地域共生推進課

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

確
認
書
等
の
返
送
は
お
済
み
で
す
か
？

確
認
書
等
の
返
送
は
お
済
み
で
す
か
？

問
合
先　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
に
住
民
税
非

課
税
世
帯
な
ど
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３
・
２

１
８
１
）
へ

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
５
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

６
月
以
降
は
「
市
役
所
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
給
付
金
」
担
当
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

住民税非課税世帯
確認書の提出期限は発行日から3ヵ月以内です。確認書に記載している

日までに返送してください。提出期限を過ぎると受給できなくなりますの
で、給付を希望する人は早めに返送してください。また、申請書が届いた
人で給付要件に該当する人も、早めに返送をお願いします（申請提出期限：
9月30日㈮必着）。なお、確認書や申請書が届いていない世帯でも支給対
象となる場合があります。給付金を受給するためには、申請が必要です。
支給対象となる場合の例
●令和3年1月1日の時点では、婚姻状態で課税配偶者に扶養されていたが、
基準日（令和3年12月10日）前に離婚し別世帯となっている場合
●基準日以前に泉佐野市に引っ越ししていたが、住民票の手続きを1月28
日以降に行っていた場合
●配偶者その他親族からの暴力などを理由に泉佐野市に避難中で、住民票
は泉佐野市外にある場合
●基準日以前から住民票が削除されている人で、基準日の翌日以降、新た
に泉佐野市で住民票が作成された場合

家計急変世帯
上記の「住民税非課税世帯」に該当する世帯以外で、新型コロナウイル

ス感染症の影響を受けて令和3年1月以降の家計が急変し、世帯全員が住民
税非課税相当となった世帯に給付金を支給しています。給付金を受給する
ためには、申請が必要です。

事業復活支援金（市単独）事業事業復活支援金（市単独）事業
問合先　まちの活性課（☎469-3131）

　新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少した事業者
を支援するため、国の事業復活支援金に上乗せして支援するとと
もに、国の事業復活支援金の対象とならない売上減少率10％以上
30％未満の事業者も支援します。
補助額　20万円（予定）
申込　当事業の申請受付、ホームページおよびコールセンターの公
開は5月中旬（予定）です。コールセンター設置後は、コールセンター
で受付します。

エアコン設置費等助成金
住宅における高齢者の熱中症発症を予防するた

めに、エアコンのない住宅に居住する高齢者世帯
に対して、エアコンの購入設置費用を助成（限度
額6万円）します。
対象　次のすべてに該当する世帯
●泉佐野市に1年以上居住している65歳以上の高
齢者のみの世帯
●現に居住する住宅にエアコンが設置されていな
いまたは故障などにより使用できるエアコンがな
い世帯
●世帯員全員が市税を滞納していない世帯
申請方法　エアコン購入前に、所定の申請書と見
積書などの必要書類を添付してください。
申請期限　9月30日㈮
※詳しくは問い合わせてください。

スマートフォン購入助成金
高齢者に対して、㈱泉佐野モバイルで購入したスマー

トフォンの購入費用を助成（限度額1万円）します。　
また、スマートフォン講座を受講した人に「さのぽ」
3,000ポイントを付与します。
対象　次のすべてに該当する人
●市内に住所を有している65歳以上の人
●非営利かつ自ら使用する目的でスマートフォンを初
めて購入した人
●泉佐野市主催のスマートフォン講座を受講した人
●市税を滞納していない人
申請方法　㈱泉佐野モバイルでスマートフォンを購入
し、スマートフォン講座を受講後、所定の申請書と契
約書の写し、領収書の写し、受取口座の確認書類（通
帳の写しなど）などの必要書類を添付してください。
申請期限　来年3月31日㈮

国の事業復活支援金
～受付は5月31日㈫まで～

申請書類の事前確認は5月26日㈭ま
でです。申請を希望する人は、早め
に事業復活支援金事務局ホームペー
ジ（https://jigyou-fukkatsu.go.jp/
index.html）をご覧ください。
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新型コロナウイルス感染症のまん延防止と社会経済活
動の促進を目的として、昨年7月にオープンしたPCR検
査センターは、4月以降も引き続き運営を行っています。
開設期間　9月30日㈮まで 午前9時～午後7時（祝日
含む全日）
※状況により変更する場合があります。
場所 りんくう往来北1（りんくうタウン駅ビル西棟2階）
費用　受検時に泉佐野市に住民登録のある人は無料（月
2回まで、合計12回まで）、それ以外の人は2,980円
●新型コロナウイルス感染者、感染の疑いのある人、
濃厚接触者などは受検できません。
●無料で検査を受けるため、初回検査の当日、下記①
②いずれかの書類を提示する必要があります。2回目
以降は、初回検査時に発行するクーポン券と本人確認
書類を提示します。
①マイナンバーカード
②住民票の写し＋免許証などの
本人確認書類
受検方法　直接、検査センターへ
※事前に申込、予約は必要あり
ません。
問合先　大阪PCR検査センター
泉佐野（☎080-9748-7661 htt
ps://osaka-pcr.jp/izumisano/）

　新型コロナウイルス感染症予防に対する啓発促
進などを目的として、昨年10月にオープンしまし
た抗体量検査センターは、4月以降も引き続き運
営を行っています。
開設期間
9月24日㈯までの毎週土曜日 午後2時～5時
場所　りんくう往来北1（りんくうタウン駅ビル
西棟2階）
対象　新型コロナワクチンの2回目接種後、また
は3回目接種後14日以上経過している人
検査方法　血液検査
費用　市内に住民登録のある人は無料（開設期間
中1回のみ）、市外の人は11,000円
必要書類　市民、それ以外の人いずれも、新型コ

ロナウイルスワクチン予防接種済証ま
たは新型コロナワクチン接種記録書
（2回目接種、または3回目接種完了が
確認できるもの）原本
※市民が無料受検する場合で、接種後
に転入した人はマイナンバーカード、
運転免許証などの本人確認書類も必要
申込・予約　電話（☎080-3783-72
86）またはホームページ（https://os
aka-pcr.jp/antibody/）で事前に予約
問合先　おもてなし課（☎447-8126）

QRコード▶QRコード▶
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プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館

（
☎
４
６
９
・
７
１
３
０
）

いずみさの電子図書館体験会
～Wi-Fi環境も完備しています～

市立図書館には、お手持ちのスマートフォン・タブレット・パソ
コンで読むことができる「いずみさの電子図書館」があります。操
作も簡単なので、ぜひ電子図書館の便利な機能を体験してください。
電子図書館は市立図書館の貸出カードをお持ちでないと利用できま
せん。体験会では、新規に貸出カードを発行することも可能です。
この機会に「いずみさの電子図書館」をぜひ利用してください。
日時　5月24日㈫ 午後1時～4時
場所　泉佐野市役所1階ロビー
持ち物　貸出カード、スマートフォンまたはタブレット、パソコン
※貸出カードを持っていない人は、住所確認のできる証明書（運転
免許証・健康保険証）などがあれば体験会で
作成できます。また、当日は、スマートフォ
ンまたはタブレット、パソコンを持っていな
い人でも、電子図書館を閲覧できるように閲
覧用タブレットを用意しています。
問合先　生涯学習課（☎469-7132）

抗体量検査センター　大阪PCR検査センター泉佐野

市民無
料市民無

料

抗体量検査
センタ―

場星の広場場
大阪 PCR
検査センター
泉佐野

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
改
札

りんりんくうん
　まち処

ニエコンビニニエンスエ
　　 　 ストアス

ルりんくうタウン駅ビビル構内図ル
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　　　　施政に関する基本方針

令和4年度 今年度の主な取組
施政方針は抜粋したものです。全文はホームページ（https://www.city.izumisano.lg.jp/

kakuka/koushitsu/seisaku/menu/sisei_hosin/）をご覧ください。

人
類
が
大
い
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
の
戦
い
は
、
早
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
が
日
常
生
活
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
今
、
こ

こ
か
ら
の
歩
み
が
５
年
先
、
10
年
先
の
泉
佐
野
市
の
成
長
を
左

右
す
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、岸
田
内
閣
が
発
足
し
、成
長
も
分
配
も
実
現
す
る
「
新

し
い
資
本
主
義
」
の
具
現
化
に
向
け
走
り
出
し
ま
し
た
。
格
差

や
気
候
変
動
と
い
っ
た
現
在
の
資
本
主
義
の
弱
点
を
強
み
に
変

え
る
こ
と
を
カ
ギ
と
し
て
お
り
、
地
方
を
主
役
に
し
て
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
こ
と
で
課
題
解
決
を
図
る
と
し
て
い
る
こ
と
か

地域の強みを生かし、賑わいを創り出すまちづくり

【観光】
●2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）の開
催を控え、ウィズコロナを意識した国内旅行者向け
のツーリズムを展開し、地域の活性化を図ります。
●昨年10月にオープンした「りんくう野外文化音楽
堂」において、あらゆる芸術などに対応したイベン
トを実施し、地域経済の活性化に寄与する取組を推
進します。
●「特産品相互取扱協定」締結自治体や近隣市町が
参加する全国物産フェアなどの開催により、さらな
る誘客促進に努めます。
●3つの日本遺産や歴史資源などについて、令和3年
に文化庁に認定された「泉佐野市文化財保存活用地
域計画」に基づき、今後の賑わいづくりのための知
名度向上と地域活性化に向けた取組を進めていくと
ともに、「歴史文化遺産都市」の都市宣言を掲げる
ことで着実に遂行します。
【国際化】
●未来の国際人の育成を支援するため、ふるさと応援
寄附金を活用したグローバル人材育成支援金交付制度
を新たに設け、府内の高等学校などが実施する短期留
学に参加する生徒およびその保護者を支援します。

●昨年度締結した、関空を拠点とするPeachとの包
括連携協定に基づく取組を進めます。
●関空アイスアリーナについて、敷地内にトレーニ
ング棟を建設し、さらなる機能強化を図ります。
【産業】
●泉佐野産（もん）商品化プロジェクトについて、
新たな手法で、広く興味を持たれるような、商品の
PR展開やブランド化を推進します。
●新型コロナワクチン接種促進として配布される地
域ポイント「さのぽ」の導入施設および利用者の拡
大を図ります。
●ふるさと納税を活用した中小企業者支援に努めます。
【雇用・労働】
●新型コロナウイルス感染症拡大によって変革が生
じている労働市場においても就職に結びつきやすい
資格取得を支援するなど、時勢に応じた就労支援を
図ります。
●事業所などが外国人材を受け入れるにあたり、受
け入れる企業に定着する基盤の整備を目的とした外
国就労者受入サポートセンターの活動を支援しま
す。

特集「施政方針・当初予算」

令和４年度 施政に関する基本方針  令和４年度 施政に関する基本方針  
「世界に羽ばたく国際都市 泉佐野」「世界に羽ばたく国際都市 泉佐野」
～ひとを支え ひとを創り 賑わいを創る～～ひとを支え ひとを創り 賑わいを創る～

　千代松市長は3月3日の定例市議会で、令和4年度の施政　千代松市長は3月3日の定例市議会で、令和4年度の施政
に関する基本方針を表明しました。に関する基本方針を表明しました。

問合先　政策推進課問合先　政策推進課
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ら
、
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
産
業
空
洞

化
な
ど
を
食
い
止
め
る
「
地
方
創
生
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
府
に
お
き
ま
し
て
は
、「
大
阪
・
関
西
万
博
」

ま
で
あ
と
３
年
あ
ま
り
と
な
り
、
万
博
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

に
せ
ず
、
こ
の
好
機
を
生
か
し
て
大
阪
の
成
長
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
て
、
成
長
す

る
大
阪
の
土
台
を
強
固
な
も
の
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
に
お
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
黒
字
決
算

を
堅
持
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も
地
方
債
の
残
高
を
多
く
抱

え
、
高
水
準
の
公
債
費
負
担
が
継
続
す
る
こ
と
に
加
え
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
な
ど
不
確
定
な
要
素
も
多
い
こ
と
か
ら
、
一
層
の
財

政
の
硬
直
化
を
招
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
「
中
期
財
政
運

営
方
針
」
に
基
づ
き
、
黒
字
決
算
の
維
持
・
継
続
を
図
る
た
め
、

歳
出
面
で
は
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
歳
入
面
で
は
、
市
税
収
入
の
確
保
を
は
じ
め
、
市
有
財
産
の

有
効
活
用
や
新
た
な
財
源
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
新
し
い
資
本
主
義
」
と
発
せ
ら
れ
る
１
０
０
年
以
上
前
に
、

近
代
資
本
主
義
の
父
で
あ
る
渋
沢
栄
一
は
、「
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
幸
福
を
与
え
る
よ
う
に
行
動
す

る
。
そ
れ
が
我
々
の
義
務
で
あ
る
。」
と
語
り
ま
し
た
。
市
民
の

み
な
さ
ま
の
「
い
の
ち
」
を
守
り
、「
く
ら
し
」
を
支
え
る
た
め
、

こ
の
言
葉
を
胸
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施
政
に
関
す
る
基
本
方
針
で
表
明
し
た
主
な
取
組
は
８
〜
11

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

特集「施政方針・当初予算」

ひとを豊かに育むまちづくり
【子ども・子育て】
●こども医療費について、今年10月より助成対象児
童を18歳年度末まで拡充し、子育て家庭の経済的負
担の軽減に努めます。
●私立園および本年4月に運営を開始した小規模保
育事業と連携し、待機児童が発生しないよう定員確
保に努めます。
●出会いの機会創出事業や結婚新生活支援事業を一
体的に推進し、若い世代が安心して結婚・出産・子
育てができる環境づくりを推進します。
●3歳6ヵ月児健診において、今年度から新たに、屈
折検査機器・スポットビジョンスクリーナーを導入
し、眼の疾病および異常の早期発見を行うなど、健
診の充実を図ります。
【学校教育】
●ICTの活用について、校内通信ネットワーク、1人
1台端末を有効に活用した教育活動を推進します。
●児童・生徒の豊かな感性や思いやりの心が育まれ
るよう、「泉佐野こども読書通帳」の活用促進に努
めるほか、学校司書の配置拡充や学校図書館の改修・
電算化、蔵書充実を計画的に進めます。
●様々な理由により義務教育未修了のまま学齢を超
過した人や、不登校などのためにほとんど学校に通
えなかった人、本国で義務教育を修了していない外
国籍の人などが学ぶことのできる中学校夜間学級、
いわゆる「夜間中学」の設置を推進します。
●児童・生徒の読書環境を整えるため、今年度から
4ヵ年計画で、貸出・返却が容易にでき、本の蔵書
管理を的確に行える「学校図書館システム」を全小・
中学校に導入します。

●地球温暖化に係る温室効果ガスの削減および本市
の電力料金の削減のため、小・中学校の照明設備を
LED照明設備に順次、更新します。
●上之郷小学校、北中小学校、佐野中学校、第三中
学校のトイレの洋式化を進めます。
●学校教育に支障のない範囲で施設開放の拡大を図
るため、今年度は第三中学校グラウンドに夜間照明
設備を設置します。
●学校給食費は、新型コロナウイルス感染症対策と
して、今年度も無償とします。
【生涯学習・スポーツ】
●移動図書館について、市の鳥にちなんだ「移動図
書館ルリビタキ」に一新し、より利用しやすい移動
図書館として市内を巡回運行します。
●つばさ通り商店街近くに、新たな図書館の出張所
である「佐野まちライブラリー」を開設し、人と本・
人と人とが触れ合う機会を創出します。
●スポーツ施設について、今年2月に「新町テニス
コート」を開設し、夏には25ｍプールと幼児用プー
ルを備えた「りんくう市民プール」をオープンする
予定で、子どもから高齢者までスポーツに親しみや
すい施設づくりを行います。
●市民総合体育館や健康増進センターをはじめとす
るスポーツ施設について、老朽化した設備の更新な
どを計画的に行い、安全で快適なスポーツ環境の整
備を図ります。
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安全でひとと環境にやさしいまちづくり

【消防・防災】
●新しく公表された想定最大規模の高潮および洪水の
浸水想定に対し、地域防災計画および避難計画を改訂
するとともに、紙版ハザードマップを全戸配布するな
ど、市民と連携した避難体制の確保に努めます。
●消防団について、団員の処遇改善を図り、団員確
保に努めるとともに、消防団日根野分団の車庫の建
替を進めます。
●災害時に重要な任務を担う自衛隊と連携し、防災
啓発コンサートを開催します。
【環境衛生・環境保全】
●単独処理浄化槽および汲取り便槽から合併処理浄化
槽への転換を対象に設置費用の一部助成を今年度から
再開し、生活排水の適正処理をさらに推進します。
●環境保全対策について、4月1日施行の「泉佐野市
建築物等における不良な生活環境の解消に関する条
例」および「泉佐野市空き地の雑草等の除去に関す
る条例」に基づき、不良な状態の解消への必要な措
置を行うことによって、良好な生活環境の確保に努
めます。
●昨年9月に「泉佐野市気候非常事態宣言」を行っ
たことを踏まえ、再生可能エネルギーを計画的・段
階的に導入するための計画策定を行います。

●今年度より木質バイオマスガス化発電施設の計画
立案に着手することにより、地域に適した再生可能
エネルギーの有効活用によって、2050年カーボン
ニュートラル・脱炭素社会の実現をめざします。
【廃棄物処理】
●今年度から試行的に公民連携による食品残渣を活
用したバイオガス発電および温熱を利用した農作物
の栽培で食品リサイクルを行い、資源循環の推進に
努めます。
●「泉佐野市プラスチックごみゼロ宣言」に基づき、
引き続きエコバッグのイベントなどでの配布をはじ
めとした啓発活動を進めることにより、プラスチッ
クごみの削減に努めます。
【生活安全】
●生活様式の変化に伴い増加している分野を重点と
し、予防策として、消費者に対する啓発・情報発信
の強化に加え、見守り者に対しても出前講座などを
実施し、消費者被害の防止に努めます。
●高齢者への運転免許証の自主返納促進奨励事業と
して、地域ポイント「さのぽ」の付与を引き続き行
います。

特集「施政方針・当初予算」

快適で住みやすいまちづくり
【道路・交通】
●コミュニティバスおよび観光周遊バスは、運賃無
料での運行を継続します。
●泉佐野土丸線について、早期完了をめざして事業
を推進します。
●交通環境の改善を目的として、笠松末広線の未整
備区間について、基本設計を行い、事業実施に向け
取り組みます。
●府道新家田尻線における大正大橋の幅員を広げた
架替および歩道の整備について、早期完了をめざし
て事業を推進します。
【公園・緑地】
●公園施設の適正な維持管理に努めます。
●老朽化した公園施設の安全確保や公園の活性化を
目的とした、公園施設の改修や修繕、公園の再整備
を進めます。
●末広公園について、老朽化した運動施設の改修や
防球ネットの設置、散策路の整備を行います。
●「樫井川かわまちづくり計画」に基づく事業を推
進し、地域と融合した空間形成をめざすとともに、
かわまちづくりの立ち寄りどころとなる大井関公園
について、リニューアルに向けて検討します。
【上下水道】
●「安全」「持続」「強靭」を理念として、安全で良
質な水を安定的に供給し、健全な経営を行うととも
に自然災害に強い水道をめざし事業運営を行います。

●「水道ビジョン」に基づき、老朽化した配水管お
よび医療機関や避難所などの重要給水施設への配水
管の耐震化を推進します。
●「下水道事業経営戦略」に基づき、健全かつ持続
可能な事業運営に努めます。
【住宅】
●地域ポイント「さのぽ」を付与する住宅総合助成
事業については、地域経済の活性化を目的に追加し
て、移住・定住のさらなる促進のため、対象者の範
囲を広げるために条件を緩和して実施します。
●市営住宅について、適正な債権管理のもと、効率
的で安心・安全な住宅の管理および運用に努め、ス
トックの有効活用などを研究します。
【市街地整備】
●南海泉佐野駅周辺地区および東佐野駅前地区につ
いて、住居系から商業系などへの用途見直しを、11
月開催予定の泉佐野市都市計画審議会での変更を目
標に進めます。
●市役所周辺地区について、行政拠点としての機能
集積を図る観点から、風致地区から除外するなど土
地利用を促進し、行政機能の充実と市民サービスの
向上を図るための検討を進めます。
●中心市街地活性化について、地域経済が疲弊して
きていることを踏まえ、公民連携による中心市街地
の持続的発展に繋げていく取組を推進します。
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すこやかで、ひとがつながり支え合うまちづくり
【地域福祉】
●市民や社会福祉協議会、民生委員・児童委員協議
会などの関係機関と連携し、協働の仕組づくりを推
進します。
●あらゆる世代・対象に対応する総合相談窓口であ
る基幹型包括支援センターを中心に、中学校区毎に
設置した地域型包括支援センターをはじめとする関
係支援機関と連携し、機能的で重層的な相談支援体
制の整備に努めます。
●広域連携のメリットを生かした福祉サービスの向
上に取り組みます。
【高齢者福祉】
●在宅医療と介護の連携や認知症施策などを推進し
ます。
●新型コロナウイルス感染症の影響により、自宅で過
ごす機会が増える高齢者の熱中症を予防するため、高
齢者のみの世帯を対象にエアコンの購入・設置費用の
一部を助成し、安心して暮らすための支援をします。
●高齢者のデジタル活用の支援として、初めてス
マートフォンを購入される高齢者を対象に端末購入
費用の一部を助成します。

【障害者福祉】
●障害のある人やその家族が住み慣れた地域で安心
して生活できるよう、相談支援体制を充実させると
ともに、必要とされる障害福祉サービスを確保し、
障害者施策の推進に努めます。
【健康・医療】
●日本における各都市の地域特性に応じた健康都市
の実現に寄与することを目的とする健康都市連合日
本支部の総会・大会について、8月に本市で開催し、
健康づくりの機運を高め、健康づくり事業のより一
層の推進に努めます。
●新型コロナウイルス感染症のワクチン接種につい
て、追加接種実施体制の構築を図り、引き続き感染
予防・拡大防止に努めます。
●PCR検査センターについて、引き続き市民が無料
で受検できる検査会場を設置し、まん延防止と社会
経済活動の維持を図ります。
●抗体量検査センターについて、検査ニーズを踏ま
え、市民が無料受検できる事業を実施し、予防啓発
やワクチン接種の促進に努めます。

市民と協働し、すべてのひとが輝けるまちづくり
【地域共助・地域コミュニティ】
●上之郷コミュニティセンターについて、今年度よ
り指定管理者による管理運営に移行します。
●犯罪の抑止や検挙率の向上に資するため、警察と
連携しながら、市域の248ヵ所に設置した防犯カメ
ラを活用します。
【人権・多文化共生】
●新型コロナウイルス感染症の拡大により、インター
ネットを悪用した人権侵害といった新たな人権課題
も生起しているなか、関係機関との連携強化を図り
ながら人権課題の解消をめざすため、総合生活相談
の機能を充実します。

●「泉佐野市における部落差別撤廃とあらゆる差別
をなくすことをめざす条例」の改正や「泉佐野市人
権教育計画」の改定を検討します。
●安全な社会の発展について、犯罪行為により日常
生活などに支障をきたしている犯罪被害者などを支
援するための施策と制度の確立を、関係機関と連携
し検討します。

特集「施政方針・当初予算」

総合計画の実現に向けて
【挑戦的な自治体経営】
●地域を訪れない形態を含んだ関係人口の創出・拡
大に取り組むとともに、地域魅力の創出や求められ
る価値の提供に努めます。
●地方独立行政法人を活用した業務について、柔軟
な運用を可能とする有効な業務手法であることか
ら、行政のデジタル化推進とのマッチングを見据え、
導入を進めます。
●広域行政について、今年度より埋蔵文化財行政の
広域連携による集約化を本市、泉南市、阪南市、田
尻町の3市1町の枠組みで開始します。
【財政基盤の確立】
●持続可能な財政基盤を確立するため、地方債残高の
減少に努めるとともに、新たな財源の創出に努めます。

●空港連絡橋利用税について、速やかな延長に向け
て円滑に取り組みます。
●感染症や経済危機などにも強い自律的な行財政運
営に向け、機動的な対応が可能となるよう努めます。
【進行管理】
●「広報いずみさの」の全ページをカラー化するこ
とにより、見やすい誌面づくりに努めます。
●今年度に市民アンケート調査を実施し、第5次総合
計画の各施策において定めた重要業績評価指標（KPI）
に基づいた行政評価システムの活用により、本計画
の将来像の実現に向け、持続可能で自律的な市政運
営に努めます。
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特集「施政方針・当初予算」
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一般会計 歳入
628億8,265万円

諸収入
31億9,763万円（5.15.1％）

使用料および手数料・分担金および負担金・繰入金・使用料および手数料・分担金および負担金・繰入金・
財産収入・寄附金財産収入・寄附金 188億1,868万円（29.9％） 188億1,868万円（29.9％）

地方交付税・譲与税・交付金地方交付税・譲与税・交付金
55億4,730万円（8.9％）55億4,730万円（8.9％）

市債 市債 
30億3,850万円  （30億3,850万円  （4.84.8％）％）

市税市税
198億3,398万円 198億3,398万円 
（31.5％）（31.5％）

国・府支出金国・府支出金
124億4,656万円（19.8％）124億4,656万円（19.8％）

一般会計 歳出
628億8,265万円
（目的別） 

一般会計 歳出
628億8,265万円
（性質別） 

繰出金
58億6,110万円（9.3％）58億6,110万円（9.3％）
人件費人件費 
62億9,540万円 （10.0％）（10.0％）

補助費等
99億7,038万円
 （15.9％） （15.9％）

積立金
67億1,446万円（10.7％10.7％）

貸付金・維持補修費等
29億7,336万円（4.8％）

扶助費扶助費
124億3,504万円124億3,504万円
 （19.8％） （19.8％）

公債費 公債費 
45億3,070万円（7.2％）45億3,070万円（7.2％）

物件費物件費
96億5,240万円（15.3％）96億5,240万円（15.3％）衛生費衛生費

67億6,107万円（10.7％）67億6,107万円（10.7％）

教育教育費
38億8,045万円（6.2％）

消防費
13億1,623万円（2.1％）

議会費
2億8,372万円（0.4％） 普通建設事業費

44億4,951万円（7.0％）
諸支出金諸支出金・農林水産業費・・農林水産業費・
商工費・商工費・労働費・予備費労働費・予備費
82億8,473万円（13.2％）82億8,473万円（13.2％）

民生費民生費
196億196億
709万円709万円
  （31.2％）  （31.2％）

公債費公債費
45億3,070万円 （7.2％）45億3,070万円 （7.2％）
土木費費
52億7,851万円 （8.4％）52億7,851万円 （8.4％） 総務費総務費

129億4,015万円 129億4,015万円 
（20.6％）（20.6％）

会 計 名 令和4年度（万円）令和3年度（万円）比較増減（万円）比率(%)
一般会計 628億8,265 532億1,852 96億6,413 118.2
繰上償還及び借換債除く（＊1・2） 627億5,085 529億6,942 97億8,143 118.5

国民健康保険事業特別会計 111億8,979 110億3,898 1億5,081 101.4
公共用地先行取得事業特別会計 27億2,486 13億3,430 13億9,056 204.2
繰上償還除く（＊1） 13億9,322 13億3,430 5,892 104.4

介護保険事業特別会計 97億　719 96億9,952 767 100.1
後期高齢者医療事業特別会計 15億1,785 13億4,498 1億7,287 112.9
病院事業債管理特別会計 21億9,781 22億7,583 △7,802 96.6
りんくう公園事業特別会計 4億9,551 2億　134 2億9,417 246.1
水道事業会計 45億3,677 46億3,207 △9,530 97.9
下水道事業会計 84億4,178 86億　187 △1億6,009 98.1
　借換債除く（＊2） 84億4,178 82億4,541 1億9,637 102.4

合　　　　計 1,036億9,421 923億4,741 113億4,680 112.3

各
会
計
予
算

（＊1）繰上償還…利子負担軽減のために償還を繰り上げて行うもの
（＊2）借換債…満期時に一部を借り換えするもの
※これらを除いたものが実質的な予算規模になります。

令和4年度 当初予算 総額1,036億9,421万円令和4年度 当初予算 総額1,036億9,421万円

一般会計歳入・歳出の内訳
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各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）
13:00～16:45（同じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内に1回
限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談
（人権侵害・就労支援・進路選択支援・生活相談）
●月～金曜日
・人権推進課 
　8:45～ 17:15
・南部市民交流センター本館（☎466-6464）
　9:00～17:00
・北部市民交流センター本館（☎464-5726）
　9:00～17:30
・まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
　8:45～17:15
・（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
　9:00～16:30
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　人権推進課
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてください。夜
間相談あり
申込・問合先　人権推進課
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
問合先　消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税理士による税務相談【WEB予約制】
第3水曜日（2～4月除く）
13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　近畿税理士会 泉佐野支部（☎468-8068）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
問合先　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く）
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
問合先　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 8:45～17:15

◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 8:45～17:15
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 8:45～17:15 子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター 2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター 2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～15:30
社会福祉センター 2階健康相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
●佐野中圏域 包括支援センター 泉ヶ丘園
（☎468-8103 Fax468-8104）
●第三中圏域 包括支援センター ホライズン
（☎458-0088 Fax458-0087）
●長南中圏域 包括支援センター ラポート
（☎490-2031 Fax490-2033）
●日根野中圏域 包括支援センター いぬなき
（☎468-1170 Fax468-1177）
●包括支援センター しんいけ
（☎464-2366 Fax462-5400）
●基幹包括支援センター いずみさの
（☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00（問合先：健康推進課）
◎HIV即日検査
（希望者には梅毒即日検査も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談
（アルコール依存症・認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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5
月
1
日
〜
7
日

憲
法
週
間

　

５
月
３
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
昭
和
22

年
５
月
３
日
に
、
今
の
「
日
本
国
憲

法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

憲
法
は
、
国
家
の
権
力
の
濫
用
を

防
ぎ
、
国
民
の
権
利
や
自
由
を
守
る

た
め
の
も
の
で
す
。
憲
法
第
11
条
に

は
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人

権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の

憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人

権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の

国
民
に
与
え
ら
れ
る
。」
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
人
間

と
し
て
自
由
に
幸
福
に
生
き
て
い
く

た
め
に
憲
法
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
憲
法
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課

5
月
1
日
〜
31
日

宅
地
防
災
月
間

 　

５
月
は｢

宅
地
防
災
月
間｣

で
す
。

宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起
こ
る
と

家
屋
や
家
財
、
と
き
に
は
尊
い
人
命

に
か
か
わ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著
し

い
崖
面
は
、
長
雨
、
大
雨
な
ど
に
よ

り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
「
宅
地
防
災
月
間
」
は
大
雨
が
予

想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前
に
、
宅
地
造

成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩

れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る
災
害
発
生

を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な
く

そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府
内

市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど
宅
地
防

災
に
関
係
す
る
機
関
と
協
力
し
て
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、
宅
地

造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な
ど
に
お
け

る
造
成
地
の
防
災
工
事
の
安
全
性
な

ど
に
つ
い
て
点
検
、指
導
を
し
ま
す
。

●
宅
地
防
災
技
術
研
修
会

　

宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
、
普
及
を

図
る
た
め
、
５
月
下
旬
に
宅
地
造
成

事
業
者
、
設
計
者
な
ど
を
対
象
に
宅

地
防
災
に
関
す
る
技
術
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
府 

建
築
指

導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
家
庭
で
も
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
】

　

自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
早
急
に

適
切
な
処
置
が
必
要
で
す
。

●
石
垣
、
擁
壁
等
に
亀
裂
な
ど
は

入
っ
て
い
な
い
か
、
ま
た
割
れ
目
か

ら
地
下
水
が
し
み
出
し
て
い
な
い
か

●
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き
穴
か

ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て
い
る
か

●
地
盤
は
沈
下
し
て
い
な
い
か

●
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど
が
つ

ま
っ
て
い
な
い
か

　

詳
し
く
は
府 

建
築
指
導
室
が
発

行
の｢

石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ

う
壁
の
自
己
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
府 

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

相
談
・
問
合
先　

●
都
市
計
画
課

（
☎
４
４
７
・
８
１
２
４
）

●
府 
審
査
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
７
２
２
）

５
月
14
日
〜
20
日

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
問
題
啓
発
週
間

　

あ
な
た
自
身
や
あ
な
た
の
周
り
の

人
で
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
を
や
め
た

く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
と
悩
ん
で
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
本
人
や
家
族

だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
依
存
症
に

関
す
る
詳
し
い
情
報
は
大
阪
依
存
症

包
括
支
援
拠
点
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
大
阪
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
（
☎
06
・
６
６
９
１・
２
８
１
８ 

平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分
、

第
２・
４
土
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
）

●
お
お
さ
か
依
存
症
土
日
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
☎
０
５
７
０
・
０
６
１
・
９
９

９ 

土
・
日
曜
日 

午
後
１
時
〜
５
時
）

●
泉
佐
野
保
健
所
（
☎
４
６
２・
４

６
０
０
）

問
合
先　

府 

地
域
保
健
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
７
５
２
４
）

▲大阪依存症
包括支援拠点
QRコード

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

4

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

■関西国際空港 水素で走る燃料電池バスを導入！
　関西エアポートグループは、2050年までに温室効果ガ
スの排出量を実質ゼロとする長期目標のもと、環境負荷低
減に向けたさまざまな活動に取り組んでいます。その一環
として、関西国際空港では、水素を燃料として走行し、走
行中にCO₂や環境負荷物質を排出しない「燃料電池バス」
の運行がスタートしています。
　今回導入された水素バスは、第1ターミナルと展望ホー
ルを結ぶ路線を中心に、空港内を運行していますので、空
港にお越しいただく機会がありましたら、水素バスならで
はの静かで快適な乗り心地をぜひ味わってみてください
ね！関西エアポートグループ
は、引き続き空港関連事業者
と連携し、持続可能な社会の
実現に貢献してまいります。

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

5

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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空
家
等
除
却
工
事
補
助
事
業

　

地
域
の
安
全
・
安
心
か
つ
良
好
な

ま
ち
な
み
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
ま
ち
な
み
の
形
成
を

阻
害
し
て
い
る
空
家
住
宅
の
除
却
工

事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
行
わ
れ

た
除
却
工
事
は
対
象
外

内
容　

住
宅
除
却
工
事
費
の
一
部
で

最
大
65
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。（
除
却
工
事
費
用
が
65
万
円
未

満
の
場
合
は
そ
の
額
。
千
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
）

対
象
住
宅　

一
年
以
上
使
用
の
実
態

が
な
い
住
宅
（
賃
貸
は
除
く
）
で
泉

佐
野
市
木
造
住
宅
除
却
工
事
補
助
金

交
付
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
建
築

物対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

●
補
助
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

●
市
税
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
人

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
☎
４
４
７
・
８
１
２
４
）

住
宅
総
合
助
成
事
業

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
市
内
で
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
建

替
え
る
人
や
新
築
住
宅
を
購
入
し
居

住
す
る
人

●「
泉
佐
野
市
空
き
家
バ
ン
ク（
＊
）」

に
登
録
さ
れ
た
中
古
住
宅
を
購
入
、

ま
た
は
賃
貸
し
、
居
住
す
る
人

※
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
地
元
自

治
会
加
入
の
有
無
に
関
係
な
く
助

成
。
売
買
契
約
日
（
請
負
契
約
日
）

か
ら
２
年
を
過
ぎ
た
も
の
は
対
象
外

内
容　

泉
佐
野
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

「
さ
の
ぽ
」
に
地
域
ポ
イ
ン
ト
で

25
万
ポ
イ
ン
ト
付
与
（
空
き
家
バ
ン

ク
を
賃
借
し
、
居
住
す
る
人
は
10
万

ポ
イ
ン
ト
付
与
）

※
連
携
金
融
機
関
で
住
宅
ロ
ー
ン
の

金
利
引
き
下
げ
制
度
あ
り

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
☎
４
４
７
・
８
１
２
４
）

（
＊
）
…
泉
佐
野
市
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
条
件

●
戸
建
住
宅
で
あ
る
こ
と

●
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
る
確

認
済
証
の
あ
る
も
の

●
仲
介
業
者
と
の
媒
介
契
約
（
売

買
・
賃
貸
借
）
が
締
結
さ
れ
て
い

る
も
の

※「
専
属
専
任
媒
介
」・「
専
任
媒
介
」

に
限
る

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

定
住
促
進
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
個
人
が
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
行
う
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
金
の
交
付
申
請
前
に
行
わ
れ

た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
対
象
外

内
容

●
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
に
要
し
た
費
用
の
10
％

（
最
大
10
万
円
。
千
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
）

●
対
象
住
宅
お
よ
び
対
象
者
に
つ
い

て
は
１
回
限
り

対
象　

市
税
の
滞
納
が
無
く
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
市
内
の

施
工
業
者
を
利
用
す
る
人

対
象
住
宅　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

※
店
舗
・
事
務
所
な
ど
の
併
用
住
宅

は
対
象
者
の
居
住
部
分
に
限
り
、
共

同
住
宅
は
対
象
者
の
居
住
専
用
部
分

に
限
る

●
申
請
日
に
お
い
て
、
10
年
以
上
居

住
し
て
い
る
住
宅

●
市
内
で
築
５
年
以
上
で
、
建
築
基

準
法
第
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
確
認
済
証
が
交
付
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
が
居
住
ま
た
は
こ
れ

か
ら
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅

※
市
内
の
施
工
業
者
と
は
、
市
内

に
本
店
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
市

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者

を
言
い
ま
す
。
法
人
の
場
合
は
法

人
番
号
、
個
人
事
業
者
の
場
合
は

印
鑑
証
明
書
の
住
所
で
確
認
し
ま

す
。
ま
た
、
建
設
業
許
可
が
必
要

と
な
る
工
事
は
建
設
業
許
可
番
号

を
確
認
し
ま
す
。

※
外
構
工
事
や
電
気
設
備
な
ど
の
購

入
は
対
象
外
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
☎
４
４
７
・
８
１
２
４
）

耐震診断費用および耐震改修工事の一部を補助します
　泉佐野市では地震に備え住宅の耐震化へ工事費等の一部を補助します。
※事業開始は国および府の補助額が確定後

問合先　都市計画課（☎447-8124）
※それぞれの申請には、条件がありますので事前に問い合わせてください。補助件数は、予
算の範囲内となります。

補助金 対　象 金　額

耐震診断
昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅（長屋、併
用住宅および共同住宅を含み、現に居住しているもの）
で、耐震診断技術者により耐震診断を実施するもの

耐震診断に要した費用（1,100
円／㎡を限度とする)の11分の
10の額で、1戸当たり5万円程度

耐震設計・
改修補助

昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて建築され耐震
診断の結果、耐震性が不足している木造住宅（長屋、併
用住宅および共同住宅を含み、現に居住しているか、改
修後、住もうとするもの。賃貸住宅は除く。）。耐震設計
を行った後、改修することにより耐震性が確保されるこ
と。設計と改修は一体で行うことが条件

詳細はホームページに掲載

住宅改造 耐震改修補助による耐震改修工事と同時に同一棟で実施
する住宅リフォーム工事 詳細はホームページに掲載

住宅除却

昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて建築され、耐
震性が不足していると判定された木造住宅（長屋、併用
住宅および共同住宅を含み、現に居住しているか、除却
後、新築して住もうとするもの。賃貸住宅は除く）または、
住宅改良法に規定のある不良住宅であること

1戸（長屋、共同住宅は1棟）
当たり80万円程度で、限度額
未満の場合はその額（空家の場
合、加算制度あり）
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救
急
に
関
す
る
講
習
会

　

当
消
防
組
合
で
は
、
左
記
の
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
上
級
救
命
講
習
（
年
５
回
）】

　

普
通
救
命
講
習
で
学
ぶ
内
容
に
加

え
て
、
骨
折
、
外
傷
、
や
け
ど
な
ど

に
対
す
る
応
急
手
当
や
搬
送
法
を
学

ぶ
講
習
で
す
。

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

【
応
急
手
当
普
及
員
講
習（
年
２
回
）】

　

所
属
す
る
事
業
所
の
従
業
員
や
地

域
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
」
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
を

指
導
す
る
指
導
者
育
成
の
た
め
の
講

習
で
す
。

※
講
習
修
了
者
に
は
認
定
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

【
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
（
不
定

期
）】

　

応
急
手
当
普
及
員
の
認
定
は
、
資

格
取
得
か
ら
３
年
で
失
効
し
ま
す
が

再
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
３
年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。

※
再
講
習
修
了
者
に
は
新
し
い
認
定

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防

本
部 

警
防
部
警
備
課
（
☎
４
６
９
・

０
１
１
９ 

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流

れ
ま
す
の
で
④
番
「
警
備
課
」
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。）

※
救
命
入
門
コ
ー
ス
お
よ
び
普
通

救
命
講
習
会
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.senshu-

m
inam

i119.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

就
学
相
談
全
体
会

　

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
に
際
し
、

子
ど
も
の
こ
と
で
不
安
を
持
っ
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
相
談
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
10
日
㈮

●
小
学
校
…
午
後
２
時
〜
３
時

●
中
学
校
…
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

30
分　

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　

支
援
学
級
・
支
援
学
校
・
個

別
の
就
学
相
談
の
流
れ
な
ど

対
象　

令
和
５
年
度
に
小
・
中
学
校

に
入
学
す
る
年
齢
の
児
童
の
就
学
に

つ
い
て
、
相
談
を
希
望
す
る
保
護
者

問
合
先　

学
校
教
育
課

新
婚
さ
ん
の

新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　

令
和
４
年
３
月
以
降
に
入
籍
し
、

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
夫
婦
の
新
居

の
住
居
費
・
引
越
し
費
用
を
対
象
に

補
助
（
上
限
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
件
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課

末
広
公
園

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
決
定
！

　

市
で
は
税
外
収
入

確
保
の
た
め
に
、
市

所
有
の
有
形
・
無
形

資
産
を
活
用
し
た
有

料
広
告
提
案
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

愛
称　

マ
ン
デ
ー
末
広
公
園

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
名

㈱
マ
ン
デ
ー

契
約
金
額　

50
万
円
（
年
額
）

契
約
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
〜

令
和
７
年
３
月
31
日

問
合
先　

ふ
る
さ
と
創
生
課

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

海
釣
り
に
行
か
れ
る
人
へ

〜
安
全
へ
の
備
え
は万

全
で
す
か
？
〜

　

海
上
保
安
庁
で
は
次
の
3
つ
を

「
自
己
救
命
策
の
確
保
」
と
し
て
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
子
ど
も
に
は
子
ど
も
用
の
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
転
落
に
備
え
て
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
用
し
よ
う
！

●
落
ち
て
も
助
け
を
呼
べ
る
よ
う
に

携
帯
電
話
は
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
よ

う
！

●
救
助
要
請
は
海
上
保
安
庁
直
通
の

１
１
８
番
へ
！

問
合
先　

●
関
西
空
港
海
上
保
安
航
空
基
地

（
☎
４
５
５
・
１
２
３
６
）

●
岸
和
田
海
上
保
安
署

（
☎
４
２
２・
３
５
９
２
）

▶
「
海
遊
び
の
安
全

情
報
」
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

「
地
域
猫
」
活
動

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
め
ぐ
っ
て

は
「
猫
の
被
害
で
困
っ
て
い
る
」、

ま
た
一
方
で
「
猫
を
助
け
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
方
法

と
し
て
「
地
域
猫
」
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
猫
の
数
を
増
や
さ
な
い
た

め
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
（Trap

…
つ
か
ま
え

る
、N

euter

…
避
妊
去
勢
を
す
る
、

Return

…
元
の
場
所
に
戻
す
）
を

実
施
し
、
周
辺
に
住
ん
で
い
る
み
な

さ
ん
の
理
解
を
得
た
う
え
で
、
餌
や

り
や
ト
イ
レ
の
始
末
な
ど
一
定
の
ル

ー
ル
の
も
と
、「
地
域
の
猫
」
と
し

て
一
代
限
り
の
命
を
全
う
さ
せ
る
こ

と
で
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
関
す

る
苦
情
や
殺
処
分
の
減
少
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

市
で
は
（
公
財
）
ど
う
ぶ
つ
基
金

が
推
進
す
る
「
Ｔ
Ｎ
Ｒ
先
行
型
地
域

猫
活
動
（
さ
く
ら
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ
）」
に

賛
同
し
、
市
域
で
地
域
猫
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
町
会
、
自

治
会
な
ど
を
対
象
に
、
ど
う
ぶ
つ
基

金
に
よ
る
不
妊
去
勢
手
術
の
費
用
負

担
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
手
続
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

猫
が
好
き
、
猫
が
嫌
い
、
猫
を
排

除
し
た
く
は
な
い
が
被
害
を
受
け
て

困
っ
て
い
る
な
ど
、
様
々
な
考
え
が

あ
り
ま
す
が
、
一
度
、
み
な
さ
ん
の

地
域
で
も
こ
う
し
た
取
組
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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放
火
さ
れ
な
い
街
づ
く
り
を

　

令
和
３
年
中
、
当
消
防
組
合
管
内

で
発
生
し
た
火
災
件
数
は
43
件
で
前

年
に
比
べ
３
件
減
少
し
ま
し
た
。
こ

の
火
災
件
数
の
う
ち
、
放
火
（
疑
い

を
含
む
）
に
よ
る
件
数
は
、10
件
（
前

年
比
１
件
増
）
で
火
災
原
因
の
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。
放
火
は
一
人
ひ

と
り
が
注
意
す
る
こ
と
で
、
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
放
火
を
防
ぐ
ポ
イ

ン
ト
を
今
一
度
確
認
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
放
火
さ
れ
な
い
街
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
放
火
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

●
門
や
通
用
口
、
物
置
、
車
庫
な
ど

の
ド
ア
は
施
錠
す
る

●
外
灯
な
ど
を
設
置
し
、
夜
間
も
家

の
周
り
や
駐
車
場
を
明
る
く
す
る

●
郵
便
受
け
の
新
聞
や
チ
ラ
シ
は
、

必
ず
屋
内
に
取
り
込
む

●
ゴ
ミ
は
指
定
収
集
日
の
朝
に
出
す

●
隣
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、
地
域

で
見
守
り
を
す
る

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部　

警
防
部
予
防
課
（
☎
４
６
９
・
０
８

８
６
）

〜
こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を
〜

檀
波
羅
公
園
墓
地
（
区
画
墓
地
）

使
用
の
み
な
さ
ん
へ

　

檀
波
羅
公
園
墓
地
（
区
画
墓
地
）

の
使
用
に
あ
た
り
、
次
の
事
項
が
生

じ
た
時
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を
変

更
し
た
と
き

●
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と
き

●
お
墓
に
焼
骨
を
埋
蔵
す
る
と
き
、

お
墓
か
ら
焼
骨
を
改
葬
す
る
と
き

●
墓
地
を
市
へ
返
還
す
る
と
き

問
合
先　

環
境
衛
生
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

工
場
立
地
法市町

村
準
則
の
適
用

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
泉
佐

野
市
工
場
立
地
法
市
町
村
準
則
条
例

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
要
件
を
満
た
す
工
場
は
、
緑

地
率
な
ど
が
従
来
の
工
場
立
地
法
で

定
め
る
率
よ
り
緩
和
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

ま
ち
の
活
性
課
（
☎
４
６

９
・
３
１
３
１
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https:

//w
w
w
.city.izum

isano.lg.jp/k
akuka/seikatsu/shoko/m

enu
/jigyosyo/todokede/161343

3811381.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　モンゴルの花「ヤルグイ」　
問合先　自治振興課

　モンゴルでは12月22日から始まる81日間の厳寒が過ぎる
と春が来ると言われています。「ユスン・ユス」（9期×9日
＝81日間〔ユスン・ユスとは9の9という意味〕）についての
詩を、モンゴルの人は誰でも知っています。
　3月から春らしく暖かくなってきますが、雪が降り出すの
も普通で、まるで日本の真冬と同じです。4月後半から気温
がだいたい－5℃～0℃になってきたら、全国のあちらこち
らで白い雪をかき分け一番に咲くたくましい花は「ヤルグイ」
です。モンゴルの長くて厳しい冬を乗り越え、荒く激しい春
を通り抜けるために、家畜にとっては力をつける魔法の餌に
なります。漢方薬として人間も昔から使っています。
　たくましくて期待に応えられる人間になって欲しいという
意味で子どもや子どもの未来をヤルグイで例える詩や歌など
が多数あるくらいモンゴル人にとってはすごく愛されている
花です。モンゴルでは５月は卒業式シーズンとともに、温か
い夏を迎える喜びを感じる、ヤルグイの季節です。

ССайн байна ууСайнбайнауу
国際交流員オギー通信国際交流員オギー通信国際交流員オギー通信

（モンゴル語で「こんにちは」）（モンゴル語で「こんにちは」）（モンゴル語で「こんにちは」）
サイン バイノー！サイン バイノー！サイン バイノー！

今月のモンゴル語
хавар（ハワル）：春  
цэцэг（ツェツェ）：花  
дэлгэрэ（デルゲレフ）：咲く  

◀
ヤ
ル
グ
イ

●
１
番
目
の
ユ
ス
（
12
月
22
日
〜
31
日
）
…
ネ
ル
メ
ル
・
ア
ル
ヒ
（
モ

ン
ゴ
ル
酒
）
が
凍
る

●
２
番
目
の
ユ
ス
（
１
月
１
日
〜
９
日
）
…
ホ
ル
ズ
・
ア
ル
ヒ
（
モ

ン
ゴ
ル
酒
の
種
類
）
が
凍
る

●
３
番
目
の
ユ
ス
（
１
月
10
日
〜
19
日
）
…
３
歳
の
牛
の
角
が
凍
る

●
４
番
目
の
ユ
ス
（
１
月
20
日
〜
29
日
）
…
４
歳
の
牛
の
角
が
凍
る

●
５
番
目
の
ユ
ス
（
１
月
30
日
〜
２
月
８
日
）
…
外
に
置
い
た
小
麦

が
凍
ら
な
い

●
６
番
目
の
ユ
ス
（
２
月
９
日
〜
17
日
）
…
道
が
見
え
て
く
る

●
７
番
目
の
ユ
ス
（
２
月
18
日
〜
27
日
）
…
丘
の
頂
が
黒
く
な
る

●
８
番
目
の
ユ
ス
（
２
月
28
日
〜
３
月
８
日
）
…
雪
溶
け
で
道
が
〝
ベ

チ
ャ
ベ
チ
ャ
〞
に
な
る

●
９
番
目
の
ユ
ス
（
３
月
９
日
〜
17
日
）
…
普
通
に
温
か
く
な
る

◀
国
際
交
流
員
の
オ
ギ
―

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通

知
書
、
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

５
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
が
５
月
中
旬
ま
で
に

届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
（
土
地
・
家
屋
、償
却
資
産
）】

　

土
地
・
家
屋
を
所
有
の
人
は
面
積
、

評
価
額
、
税
額
な
ど
を
記
載
し
た
課

税
資
産
明
細
も
添
付
し
て
い
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
】

　

納
税
通
知
書
に
添
付
し
た
「
軽
自

動
車
税（
種
別
割
）納
税
証
明
書（
継

続
検
査
用
）」
は
検
査
受
け
時
に
使

え
ま
す
の
で
、
検
査
証
と
一
緒
に
保

存
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
証
明
書
欄
に
「
＊
」
印
が
入

っ
て
い
る
も
の
、
金
融
機
関
な
ど
の

領
収
印
が
な
い
も
の
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
税
務
課
で
納
税
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
め

る
人
へ
】

　

金
融
機
関
か
ら
の
口
座
引
き
落
と

し
の
報
告
の
確
認
後
、
６
月
下
旬
に

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。
５
月

末
か
ら
６
月
下
旬
に
車
検
を
受
け
る

場
合
は
、
送
付
が
間
に
合
い
ま
せ
ん

の
で
、
前
年
度
の
納
税
証
明
書
を
使

用
し
て
納
期
限
の
前
日
ま
で
に
車
検

を
受
け
る
か
、
ま
た
は
軽
自
動
車
税

の
引
き
落
と
し
額
が
記
帳
さ
れ
た

「
通
帳
」
を
税
務
課
窓
口
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
確
認
後
、
納
税
証
明

書
を
交
付
し
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
納
め
る
人
へ
】

（
車
検
時
の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
の
納

付
は
領
収
証
書
、
納
税
証
明
書
が
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
至
急
必
要
な

場
合
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
窓
口
で
現

金
に
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

市税は納期限に納めましょう
　5月は固定資産税・都市計画税・軽自動車税の納期月です。
第1期および軽自動車税の納期限は５月31日㈫です。納付
書裏面に記載の金融機関（銀行・農協・郵便局など）、コン
ビニエンスストア、スマートフォンアプリ、市役所などで、
忘れずに納めてください。
※口座振替で納付の場合は、通知書の税額が、指定口座に
残っているか確認してください。（領収書は送付しませんの
で、通帳記帳などで確認してください。）
●延滞金…納期限までに納税しない場合は、本来納めるべ
き税額のほかに延滞金をあわせて納めていただくことにな
ります。
●滞納が続くと…納期限までに納めた納税者との公平を保
つため、また、大切な市税を確保するために、滞納してい
る人の財産（不動産、預貯金、給料など）を調査し、それ
らを差し押さえることになります。
【市税の納付は便利な口座振替で】
　市税の納期限日に、指定の口座から振り替えて納付する
ことができます。 納期ごとに納めにいく手間が省け、納め
忘れもなくなります。 ぜひ、便利な口座振替をご利用くだ
さい。口座振替を希望する場合は、通知書に同封する申込
書記載の申込期限を確認して取扱金融機関または税務課窓
口に申し込んでください。

固
定
資
産
税

よ
く
あ
る
疑
問
に
答
え
ま
す

Ｑ
．
今
年
、
固
定
資
産
税
が
急
に
高

く
な
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
？ 

Ａ
．
昨
年
度
と
比
べ
て
税
額
が
高
く

な
る
の
は
、
様
々
な
理
由
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
よ
く
あ
る
例
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
家
屋
の
新
築
後
何
年
か
経
っ
て
、

新
築
住
宅
の
軽
減
措
置
の
適
用
期
間

が
切
れ
た
場
合
（
軽
減
期
間
：
一
般

住
宅
は
新
築
後
３
年
度
分
、
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
中
高
層
耐
火
住
宅
等
は
新

築
後
５
年
度
分
）

●
前
年
中
に
新
た
に
土
地
や
家
屋
を

取
得
し
た
場
合

●
土
地
の
現
況
が
変
わ
っ
た
場
合

（
農
地
を
宅
地
に
し
た
な
ど
）

都市計画税って何ですか？
　都市計画税は、都市計画事業や土地区画整理事
業に要する費用に充てるために課税される目的税
です。例えば、街路や公園の整備、下水道の普及、
駅前再開発など、泉佐野市全体の都市環境を整備
するために使われています。
令和2年度都市計画税収入額…14億7,134万円
【都市計画税の使いみち】　
　令和2年度は熊取駅西地区整備事業、下水道整
備のため下水道事業会計繰出金事業、都市計画事
業の公債費償還にそれぞれ充当しました。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

 　

税問
合
先　

税
務
課

（単位：万円）
事業名 事業費 充当額

熊取駅西地区整備事業 6億　750

14億7,134
下水道事業会計

繰出金事業 16億8,912

公債費償還事業（元金） 3億3,875

公債費償還事業（利子） 6,791

合計 27億　328 14億7,134

減免制度
【固定資産税】
　収入が少ない高齢者などが所有する居住用資
産（土地・家屋）のうち、一定の要件を満たす
ものに減免制度があります。詳しくは広報4月
号をご覧ください。
申請期限　納期限（今年度第1期分は5月31日
㈫まで）
必要なもの　令和4年度固定資産税納税通知書、
「マイナンバーカード」または「本人確認書類（通
知カードと運転免許証など）」
【軽自動車税】
　次の軽自動車などには減免制度があります。
●身体などに障害を有する人が所有している
●生計を同じくする人が所有し、身体などに障
害を有する人のために使用している
●専ら身体障害者などの利用に供するための構
造のもの
申請期限　納期限（5月31日㈫まで）
必要なもの　身体障害者手帳、主に運転される
人の運転免許証、「マイナンバーカード」または
「本人確認書類（通知カードと運転免許証など）」
※番号法施行に伴い、各々の減免申請書に「個
人番号」（マイナンバー）の記載が必要です。
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大
阪
府
域
地
方
税
徴
収
機
構

共
同
徴
収

　

平
成
27
年
度
よ
り
大
阪
府
域
に
お

い
て
「
大
阪
府
域
地
方
税
徴
収
機

構
」
が
設
置
さ
れ
、
今
年
度
は
本
市

を
含
む
府
内
37
市
町
村
と
大
阪
府
が

市
税
・
府
税
の
共
同
徴
収
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

共
同
徴
収
の
対
象
に
な
っ
た
人
に

は
順
次
、
徴
収
機
構
へ
の
「
引
継
予

告
書
」
を
送
付
し
、
府
・
市
町
村
職

員
に
よ
る
共
同
徴
収
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

問
合
先　

税
務
課

▲納税の窓口
QRコード

大
阪
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
〜

　

府
の
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代
理

金
融
機
関
ま
た
は
収
納
代
理
金
融
機

関
、
府
内
の
郵
便
局
、
府
税
事
務
所
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
納
付
や
府
税
の
収
納
を
扱
う
金
融

機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
。）

のPay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
に
対

応
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
納
付
も
可

能
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

ア
プ
リ
「PayB

」「LIN
E Pay

請

求
書
支
払
い
」「
楽
天
銀
行
コ
ン
ビ

ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
て
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
先　

平
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
45
分
に
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
０
２
０
１
５

６
）
へ

※
一
部
の
Ⅰ
Ｐ
電
話
な
ど
で
つ
な
が

ら
な
い
場
合
は
（
☎
06
・
６
７
７
６

・
７
０
２
１
）
へ
。
詳
し
く
は
府
ホ

税務署からのお知らせ
問合先　泉佐野税務署（☎462-3471）

■令和3年分所得税等の申告・納付期限の延長をした人の振替日
●残高不足などで振替納税できなかった場合には、納期限の翌日か
ら納付日までの日数に応じて、延滞税の納付が必要となる場合があ
りますので、事前に預貯金残高を確認してください。
●振替納税をご利用の人は、延納届出をした場合でも、表の振替日
に納税額の全額が引き落と
しされます。
※3月15日㈫までに申告し
た人で延納届出をした人の
振替日は5月31日㈫です。

■相談の事前予約のお願い
　税務署では、納税者のみ
なさんをお待たせしないよう、相談の事前予約制を実施しています。
相談内容が申告または納税に直結し、具体的な書類の確認が伴うな
ど、電話での相談が困難な場合は、所轄の税務署に事前に相談日時
の予約をお願いします。
　予約の際に名前・住所・相談内容をお伺いし、相談日にお持ちい
ただく書類などをお伝えします。
※入場整理券の発行（LINEによる事前発行を含む）は4月15日㈮で
終了しました。

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
納
付
が
困
難
で
あ

る
場
合
に
は
納
付
を
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。納
付
が
困
難
な
人
は
、

早
め
に
管
轄
の
府
税
事
務
所
・
大
阪

自
動
車
税
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。　

税　目 振替日
申告所得税及び復興特別所得税
（3月16日㈬～4月15日㈮に申
告した人）

5月31日㈫

個人事業者の消費税及び地方消
費税（4月1日㈮～15日㈮に申
告した人）

5月26日㈭

見守リリー▶見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 　　　☎469-2240 

相談受付相談受付
　午前9時～　午前9時～
　　午後4時30分　　午後4時30分

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

検針票は見せないで
電気の契約切り替えトラブル

【
事
例
】

　
「
契
約
中
の
大
手
電
力
会
社
の
代

理
店
を
名
乗
る
人
が
突
然
訪
問
し

『
電
気
代
が
安
く
な
る
。
電
気
の
検

針
票
を
見
せ
て
ほ
し
い
』と
言
わ
れ
、

理
解
し
な
い
ま
ま
申
込
書
に
署
名

し
供
給
地
点
特
定
番
号
を
書
い
て
し

ま
っ
た
。
書
面
は
な
く
、
内
容
が
よ

く
分
か
ら
な
い
の
で
解
約
し
た
い
」

と
地
域
の
高
齢
者
か
ら
民
生
委
員
の

私
に
相
談
が
あ
っ
た
。
ど
う
対
応
し

た
ら
よ
い
か
。（
当
事
者
：
70
歳
代 

男
性
）

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
電
気
の
契
約
を
切
り
替
え
る
と
電

気
代
が
安
く
な
る
と
勧
誘
さ
れ
て

も
、
料
金
プ
ラ
ン
や
算
定
方
法
な
ど

を
し
っ
か
り
説
明
し
て
も
ら
い
、
自

分
に
合
っ
て
い
る
か
よ
く
検
討
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
周
り
の
人
に
相

談
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
大
手
電
力
会
社
な
ど
を
名
乗
る

ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。
実
際
の
契

約
先
は
ど
こ
に
な
る
の
か
、
事
業
者

名
や
連
絡
先
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

●
電
力
会
社
な
ど
は
、
検
針
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
顧
客
番
号
や
供
給
地

点
特
定
番
号
な
ど
に
よ
り
契
約
を

行
っ
て
い
ま
す
。
記
載
情
報
を
元
に

勝
手
に
契
約
を
切
り
替
え
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
安
易
に
教
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▲イラスト：黒崎　玄

▶
参
考
：
（
独
）
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

「
見
守
り
新
鮮
情
報　

第
４
１
４
号
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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　　　　　　泉佐野市国民健康保険加入のみなさんへ
特定健康診査を受けましょう！

（健康マイレージ対象）
　特定健康診査を受診して自分の健康状態を知り、生活習慣
病予防に役立てましょう。5月中旬頃、対象者に無料で受診で
きる受診券を郵送します。国民健康保険の資格を喪失した人、
今年度中に人間ドックを受診した（受診予定含む）人は受診
できません。また、受診券の紛失や届かない場合は国保年金
課へ問い合わせてください。
期間　受診券が届いた日～来年3月31日
対象　40～74歳の本市国民健康保険加入者
受診機関　受診券に同封するチラシに記載している医療機関
（医療機関への予約が必要）または健診センターなどで実施す
る集団健診（右表をご覧ください）
持ち物　国民健康保険証、特定健康診査受診券、前年度の健
診結果（受けた人のみ）

申込日 健診日

特定健診とセット
できるがん検診
結
核
・
肺
胃大
腸乳子

宮

7月7日㈭～
19日㈫

8月25日㈭ 午前 〇 〇 〇 〇 〇
26日㈮ 午前 〇 〇 〇 － －
30日㈫ 午前 〇 〇 〇 〇 〇

8月9日㈫～
24日㈬

9月22日㈭ 午前 〇 〇 〇 〇 〇
25日㈰ 午前 〇 〇 〇 － －
26日㈪ 午前 〇 〇 〇 － －
30日㈮ 午前 〇 〇 〇 〇 〇

10月3日㈪ 午前午後 〇 〇 〇 〇 〇

9月7日㈬～
26日㈪

10月27日㈭ 午前 〇 〇 〇 － －
28日㈮ 午前 〇 〇 〇 － －

30日㈰ 午前午後 〇 〇 〇 〇 〇

31日㈪ 午前 〇 〇 〇 － －
11月1日㈫ 午前 〇 〇 〇 － －

11月22日㈫～
12月22日㈭

来年
1月26日㈭

午前 〇 〇 〇 － －
午後 〇 〇 〇 〇 〇

27日㈮ 午前 〇 〇 〇 － －
28日㈯ 午前 〇 〇 〇 〇 〇
30日㈪ 午前 〇 〇 〇 〇 〇

集団健診の案内・申込
健診場所　健診センター（11月1日㈫のみ新町町会館）
申込
●フリーダイヤル… 0120-188-489 午前8時30分～午後7
時（日曜日、祝日除く）
※申込初日は電話がつながりにくい場合があります。
●聴覚障害者用FAX…Fax461-4571 午前8時30分～午後5
時15分（土・日曜日、祝日除く）
●インターネット…（https://izumisano-
sanokenkonavi.secure.force.com）〔「さ
の健康ナビ」で検索〕
※健診日は右表を参照。特定健診のみ、ま
たは特定健診とがん検診のセットで受診
も可。定員になり次第終了。

集団健診

◀
さ
の
健
康
ナ
ビ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　申込期間より先行して予約ができるキャンペーンを
実施します。詳しくは5月中旬に発送する特定健診受
診券に同封のチラシをご覧ください。

こ
ん
な
と
き
は

国
民
年
金
の
届
出
を
！

　

届
出
が
な
い
と
、
国
民
年
金
の
納

付
や
受
給
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
以
外
の

人
）

●
20
歳
〜
60
歳
の
間
で
会
社
を
退
職

し
た
と
き
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
）

※
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
が
、
一

定
の
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
扶

養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

　
 

国
民
年
金

問
合
先　

国
保
年
金
課

国
民
年
金
保
険
料

産
前
産
後
期
間
免
除
制
度

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出

産
を
行
っ
た
際
に
、
出
産
前
後
の
一

定
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
。

【
免
除
さ
れ
る
期
間
】

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
ヵ
月
間
（
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
３
ヵ
月
前
か
ら
６

ヵ
月
間
）

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
ヵ
月
）
以

上
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、
流
産
、
早

産
さ
れ
た
人
を
含
む
）

対
象　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１

日
以
降
の
人

申
請　

出
産
予
定
日
の
６
ヵ
月
前
か

ら
申
請
可
能
で
す
。
年
金
手
帳
・
出

産
予
定
日
も
し
く
は
出
産
日
の
分
か

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
印
鑑
・
委
任
状（
別

世
帯
の
場
合
）も
必
要
に
な
り
ま
す
。
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令
和
４
年
度
か
ら

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
は
、
２
年
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
、
被
保
険
者
均

等
割
額
５
４
，
４
６
１
円
、
所
得
割

率
11
．12
％
に
よ
り
保
険
料
を
算
定

し
ま
す
。

■
保
険
料
の
軽
減

①
均
等
割
額
の
軽
減
…
世
帯
の
所
得

水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
均
等
割
額

（
５
４
，
４
６
１
円
）
が
下
記
の
割

合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
の
軽
減
…

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

日
の
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康

保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
人
も
、
保
険
料
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
当
面
の
間
、
所
得
割
額
は
課
さ

れ
ず
、
資
格
取
得
後
２
年
間
は
均
等

割
額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
右
記
①
の
均
等
割
額
軽
減

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
保
険
料
…
☎
06
・
４
７
９

０・
２
０
２
８
、
給
付
事
務
…
☎

06
・
４
７
９
０・
２
０
３
１
）

●
国
保
年
金
課

措
置
の
７
割
軽
減
に
該
当
す
る
人

は
、
均
等
割
額
の
軽
減
割
合
は
７
割

軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険

組
合
に
加
入
し
て
い
た
人
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

③
留
意
事
項
…
軽
減
対
象
と
な
る
人

の
判
定
は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
市
区
町
村
か
ら
提
供

さ
れ
た
所
得
情
報
に
基
づ
い
て
行
い

ま
す
の
で
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

が
申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
所
得
情
報
が
な
い
場
合
は
判
定
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
区
町
村
の
後

期
高
齢
者
医
療
担
当
窓
口
へ
の
簡
易

申
告
な
ど
が
必
要
で
す
。

■
保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
と
納
め
方

①
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
）
の
人
…
介
護
保
険
料
の
徴

収
対
象
と
な
っ
て
い
る
年
金
受
給
額

が
年
額
18
万
円
以
上
あ
り
、
介
護
保

険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

合
算
額
が
、
対
象
と
な
る
年
金
額
の

１
回
当
た
り
の
年
金
受
給
額
に
対
し

て
２
分
の
１
を
超
え
な
い
人
は
、
原

則
、
年
６
回
の
年
金
受
給
日
に
、
年

金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

②
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付
書

で
納
め
て
い
た
だ
く
）
の
人
…
特
別

徴
収
以
外
の
人
は
、
口
座
振
替
や
納

付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

年
７
月
に
令
和
４
年
度
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）

に
か
か
る「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

と
「
納
入
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
、

口
座
振
替
や
納
付
書（
納
入
通
知
書
）

の
方
法
に
よ
り
９
期
（
７
月
〜
翌
年

３
月
ま
で
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
年
度
の
途
中
か
ら
特
別
徴
収
に
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
仮
徴
収
（
令
和
３
年
中
の
所
得
が

確
定
す
る
ま
で
の
仮
納
付
：
４・
６・

８
月
）

①
令
和
４
年
２
月
に
保
険
料
を
特
別

徴
収
さ
れ
た
人
…
４
月
の
年
金
受
給

時
に
、
２
月
に
差
し
引
か
れ
た
金
額

と
同
額
を
仮
徴
収
額
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
保
険

料
額
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
６
・
８
月
分
は
、
４
月
分
と
同
額

令和4・5年度の保険料の算定方法（大阪府）

（＊1）保険料の年間限度額は66万円です。
（＊2）賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額および山林
所得金額ならびに他の所得と区分して計算される所得の金額（分離課
税として申告された株式の譲渡所得や配当所得・土地等の譲渡所得な
ど）の合計額から基礎控除額を控除した額です。（雑損失の繰越控除分
は控除されません）また、基礎控除額などの数値については、今後の
税法改正などによって変動することがあります。なお、基礎控除額は
地方税法第314条の2第2項に定める金額になります。

所得の判定区分 軽減
割合

均等割額
（年額）

【基礎控除額（43万円）+10万円×（給与所得者等の数
－1）】を超えないとき 7割 16,338円

【基礎控除額（43万円）+28万5千円×（被保険者数）
+10万円×（給与所得者等の数－1）】を超えないとき 5割 27,230円

【基礎控除額（43万円）+52万円×（被保険者数）+10
万円×（給与所得者等の数－1）】を超えないとき 2割 43,568円

年間の保険料
（＊1）

所得割額
賦課のもととなる所得
金額（＊2）×所得割率
11.12％

= +
被保険者均等割額
被保険者１人当たり

54,461円

が
適
当
で
な
い
と
市
町
村
が
判
断
す

れ
ば
仮
徴
収
額
が
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
変
更
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
は
普
通
徴
収
で
、４・

６・
８
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
の

対
象
と
な
る
人
…
令
和
３
年
度
の
保

険
料
額
を
も
と
に
仮
徴
収
額
を
決
定

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
事
前
に
「
保

険
料
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」と「
納

入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
、
普
通

徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付
書
）
で
納

め
て
い
た
だ
く
人
は
、
仮
徴
収
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
。

■
本
算
定
後
の
特
別
徴
収

　

令
和
４
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）
後
の
10

月
以
降
、
引
き
続
き
ま
た
は
新
た
に

特
別
徴
収
と
な
る
人
は
、７
月
に「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
と
「
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。
10
・
12
・
２
月
の

年
金
受
給
時
に
、
令
和
３
年
中
の
所

得
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
年
間
保

険
料
か
ら
仮
徴
収
な
ど
に
よ
り
既
に

納
め
て
い
た
だ
い
た
金
額
を
差
し
引

い
た
額
を
、
支
払
回
数
に
振
り
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課

（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

市立認定こども園の園庭開放・遊びの教室

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　5月19日㈭ 午前9時30分～11時
場所　健診センター
対象　令和3年5月20日～12月20日生まれの乳児
持ち物　予診票、BCG予防接種案内用紙（郵送済）、母
子健康手帳（忘れると接種できません）
問合先　健康推進課 

　　　3回食の頃からの
離乳食講習会（予約制）

　簡単に美味しく出来る離乳食の基本を紹介します。
3組ずつグループに分け試食をします。試食以外の時
間は、広い部屋で離乳食の話や交流会を行います。
日時　5月9日㈪ 午後1時～3時
場所　次世代育成地域交流センター
定員　9組（先着順）　
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課 
※「スタートの頃から」の次回は6月実施予定

ファミリー教室（予約制）
　赤ちゃんを迎える家族のために、助産師による話や
赤ちゃんのお風呂の入れ方の実習をします。
日時　5月15日㈰ 午後1時～4時
　　　（受付：午後0時45分～）
場所　健診センター
定員　8組（先着順）
持ち物　母子健康手帳、お茶など（水分補給用）、タ
オル、筆記用具
申込・問合先　5月13日㈮までに電話で健康推進課へ
※受講無料

毎月19日は「食育の日」
　朝食でさわやかな1日を。朝食に野菜を一皿食べよう。
問合先　健康推進課 

栄養相談（予約制）
　離乳食完了までの子どもの食事について、個別相談
ができます。
日時　5月18日㈬ 午前9時30分～正午　※1組30分
場所　健診センター
対象　1歳6ヵ月までの子どもと保護者
定員　5組（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課 

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、宿題をしたりして、
安らぎを感じられるような子どもの居場所を提供しま
す。ぜひ、参加してください。
【うちカフェ】
日時　毎週月・水・金曜日 午後3時～7時
場所　市場東2丁目2-22
申込・問合先　サードプレイス（中村 ☎090-6238-
2345 eメール：info@the3rdplace.jp）
※詳しくは問い合わせてください。 

【園庭開放】　
子育て支援活動の一環として、園庭を開放しています。
開催日　毎月第4火曜日
時間　午前10時～11時
対象　市内在住の就学前の子どもと保護者
定員　各10組（先着順）
申込・問合先　前日までに電話または直接各こども園
へ

※参加無料。祝・休日および雨天などは中止。行事な
どで実施できない場合があります。詳しくは問い合
わせてください。

園　名 住　所 棟 名 電話番号

のぞみ 上瓦屋583-1
きた棟 468-8005

のぞみ棟 463-3704

さくら 旭町4-6
いずみ棟 462-2913
さくら棟 464-0828

はるか 長滝1028
みなみ棟 468-8170
はるか棟 467-0854

【遊びの教室】
　「いろいろな遊びを知りたい」「同じ年ごろの子
どもを持つ親と友達になりたい」と思っているみ
なさん。子どもと一緒に遊びながら、日ごろ子育
てで悩んでいること、気になっていることを話し
合ってみませんか？
開催日　9月までの毎月第3・4木曜日のどちらか1
回
時間　午前10時～11時
対象　市内在宅の1歳6ヵ月～ 3歳児と保護者
申込・問合先　下記の希望する認定こども園へ

※参加無料

園　名 住　所 電話番号

のぞみ 上瓦屋583-1 468-8005

さくら 旭町4-6 462-2913

はるか 長滝1028 468-8170
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泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 
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学 校 園 紹 介

泉
佐
野
市
の
小
中
一
貫
教
育

　コロナ禍で行事への制
限も多かった中、3学期の
最後に「6年生を送る会」
が行われました。児童朝
礼も年間を通して教室で
行ってきた中、卒業する6
年生のために各学年が工
夫をこらし送る会に参加

しました。体育館で待っている6年生と距離をあけて
対面する形で、感染対策のため短時間ではありますが、
1学年ずつお祝いのメッセージやプレゼント、歌やク
イズなどの披露があり、とても心のこもったあたたか
い会となりました。お返しにそれぞれの学年へ6年生
からお礼の言葉があり、在校生との大切な思い出がま
た一つ増えた時間でした。そして、対面で直接ふれあ
う時間をもつことができた貴重な時間でした。
　ニュースなどで連日、戦争により人が亡くなったり、
けがをしたりしている光景を見る中で、目の前にいる
人を大切に思うことこそ「平和」であり、小さいころ
からの経験の積み重ねが人格を形成し、家庭や学校で
の経験こそが、平和を考
えることができる人を育
てます。6年生70人は、
北中小学校で培ったその
大切な宝物をもって、中
学校へ巣立っていきまし
た。

　新池中学校では、昨年
12月に「オンライン文化
祭」を開催しました。1人
1台端末やオンライン配
信を活用することにより、
感染リスクの無い安全な
文化祭を実施しようという試みです。企画と運営は生
徒会が主体となってとりくみました。
　当日は、クラスごとに工夫を凝らして制作した映像
作品が各教室に配信されました。また、有志グループ
やクラブからの発表もあり、いろいろなことにチャレ
ンジする映像やダンスなどのパフォーマンス、部活の

とりくみ紹介、楽器の演奏と
いったバラエティに富んだ発
表を観ることができました。
　校内に設置された中継会場
には地域のみなさんを招待
し、プロジェクターで映され

た映像を通して参加していただきました。途中、生徒
会役員が地域のみなさんにインタビューを行うという
一幕もありました。
　地域と連携しながらICT
を活用した新しい行事を創
り出せたことに、大きな意
義を感じることができた一
日でした。

問合先
学校教育課

平和を考えられる人に
～北中小学校～

「オンライン文化祭」のとりくみ
～新池中学校～

　

本
市
で
は
、
中
学
校
入
学
に
伴

う
環
境
の
変
化
へ
の
不
適
応
に
よ

り
顕
在
化
す
る
、「
小
中
ギ
ャ
ッ
プ
」

の
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

令
和
元
年
11
月
８
日
に
「
泉
佐
野
市

小
中
一
貫
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、

全
て
の
中
学
校
区
で
「
主
体
的
に
学

び
続
け
る
子
ど
も
」
の
育
成
を
め
ざ

し
、
小
中
一
貫
教
育
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
本
市
の
モ
デ
ル

校
区
で
あ
る
長
南
中
学
校
区
を
中

心
に
取
組
を
進
め
、
令
和
３
年
度
に

は
、
市
内
全
て
の
中
学
校
区
で
小
中

一
貫
教
育
導
入
に
向
け
て
の
取
組

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

中
学
校
区
の
先
生
が
互
い
の
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
で

授
業
を
行
い
、
小
学
校
の
先
生
が
中

学
校
の
授
業
を
参
観
す
る
な
ど
の

先
生
同
士
の
交
流
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
小
学
生
が
中
学
校
へ

進
学
す
る
こ
と
の
不
安
を
少
な
く

す
る
こ
と
や
、「
こ
ん
な
中
学
生
に

な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
て
る

よ
う
に
、
児
童
会
と
生
徒
会
の
子
ど

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

も
た
ち
を
中
心
と
し
た
、
子
ど
も
同

士
の
交
流
も
積
極
的
に
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
義
務
教
育
９
年

間
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ

う
に
育
っ
て
ほ
し
い
か
、
ま
た
中
学

校
卒
業
後
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
社
会
に

出
る
段
階
で
は
ど
の
よ
う
な
大
人
に

な
っ
て
い
て
ほ
し
い
か
を
中
学
校
区

全
体
で
具
体
的
に
考
え
、
そ
こ
に
向

か
っ
て
校
区
全
体
で
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
校
区
で
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
、
社
会
や
世
界
に
向
き
合

い
、
関
わ
り
合
い
、
自
分
の
人
生
を

切
り
拓
い
て
い
く
力
を
つ
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
泉
佐
野
市
の
小
中
一
貫
教
育
を
め

ざ
し
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
人
も

含
め
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
大
人

全
員
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

と
い
う
考
え
の
も
と
取
組
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
ち
喫
煙
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人

は
禁
煙
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

禁
煙
に
関
心
の
あ
る
人
が
い
れ
ば
、

あ
な
た
の
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
ま
し
ょ
う
。
喫
煙
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
周
囲
へ
の
影
響
に
気
を
配
り

受
動
喫
煙
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

水
道
基
本
料
金
の
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
は
、
水
道
な
ど
基
本

料
金
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
電

話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

集団がん検診（予約制・先着順）
～元気でも「もしも」のためです～（健康マイレージ対象）

問合先　健康推進課
日時・種別　表のとおり

申込　
●インターネット予約（https://izumisano-sanokenkonavi.secure.force.com）
6月9日㈭ 午前8時30分～6月23日㈭ 午後7時
※右のインターネット予約用QRコードからもアクセスできます。
●電話予約　日曜日、祝日除く午前8時30分～午後7時にフリーダイヤル 0120-188-489
（聴覚障害の人限定 Fax461-4571）へ
●先行予約受付 ～がん検診受診促進キャンペーン～（健康推進課での窓口予約）
電話での予約混雑をさけるため、5人以上の申込で通常の申込期間に先行して予約ができます。申込期間が同一
であれば検診日は全員が同日でなくても構いません。申込チラシに必要事項を記入し、代表者が先行予約受付日
〔6月6日㈪〕に健康推進課へ5人分以上提出してください。予約結果はその場で代表者へお知らせします。
※申込チラシは市ホームページからダウンロードできます。 先行予約受付日以外の健康推進課窓口予約はありま
せん。受付期間終了後でも、空き状況により再度インターネットで予約の受付を行う場合があります。変更・キャ
ンセルは、申込期間内にフリーダイヤルまたはインターネットで

予約受付期間 検診日 時間 場　　所 がん検診の種別

6月9日㈭～23日㈭
※定員になり次第終了
〔先行予約日：6月6日㈪〕

7月25日㈪ 午前 健診センター 結核・肺、胃、大腸、乳、子宮

7月26日㈫
午前 健診センター 結核・肺、胃、大腸
午後 大木小学校・土丸町会館 結核・肺、大腸

7月28日㈭
午前（＊）健診センター 結核・肺、胃、大腸、乳、子宮
夜間 南部市民交流センター本館 結核・肺、大腸、乳、子宮

7月29日㈮
午前 健診センター 結核・肺、胃、大腸
夜間 北部市民交流センター本館 結核・肺、大腸、乳、子宮

7月30日㈯ 午前 健診センター 結核・肺、胃、大腸
※受付時間：午前は9:00～11:30、午後は13:30～16:00、夜間は15:00～17:30（検診・日程により異なる）
予約時間は申込時にお知らせします。
（＊）は女性限定検診日

◀
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【結核・肺がん検診】
内容・費用　●胸部レントゲン・無料
　　　　　　●喀痰細胞診（対象者のみ）・300円
対象　40歳以上の市民
【胃がん検診】
内容・費用　胃部エックス線検査・600円
対象　40歳以上の市民
※50歳以上の人は、指定医療機関で胃内視鏡検査（自
己負担2,000円）を受診できます。ただし、胃内視鏡
検査を受診すると次年度は胃がん検診は受診不可。
【大腸がん検診】※指定医療機関でも受診可
内容・費用　便潜血検査・無料
対象　40歳以上の市民

【乳がん検診】※指定医療機関でも受診可
内容・費用　マンモグラフィ（乳房エックス線検査）・
1,100円
対象　40歳以上の女性の市民（令和3年4月1日以降に
受診した人は不可）
【子宮がん検診】※指定医療機関でも受診可
内容・費用　細胞診と内診・800円
対象　20歳以上の女性の市民（令和3年4月1日以降に
受診した人は不可）
※詳しくは広報5月号保存版「守ろう健康 つくろう健
康」をご覧ください。
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市
民
競
技
大
会

【
体
操
・
新
体
操
】

開
催
日　

６
月
26
日
㈰

種
目

●
体
操
競
技
（
男
女
）
…
マ
ッ
ト
運

動
、
跳
び
箱
、
低
鉄
棒

●
新
体
操
（
女
子
）
…
フ
ー
プ
・
リ

ボ
ン
他

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
者
、

協
会
に
所
属
す
る
小
・
中
学
生

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

６
月
５
日
㈰
ま
で

（
休
館
日
、
土
・
日
曜
日
以
外
の
祝

日
除
く
）
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

開
催
日　

７
月
17
日
㈰

種
別　

ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

６
月
４
日
〜
10    
日

歯
と
口
の
健
康
週
間

　

歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
全
身

の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
に
努

め
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
元
気
に

会
話
が
で
き
る
」
「
お
い
し
く
食
事

を
い
た
だ
け
る
」
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
！

　

泉
佐
野
市
で
は
歯
周
疾
患
検
診

を
、
40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人
が
指

定
の
歯
科
医
院
で
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
対
象
の
年
齢
の
人

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

広
報
６
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度募金

申
請
受
付

【
河
原
林
富
美
福
祉
基
金
助
成
申
請
】

　

大
阪
府
共
同
募
金
会
で
は
、
河
原

林
富
美
福
祉
基
金
に
よ
り
、
社
会
福

祉
推
進
事
業
の
支
援
で
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
手
を
差
し
の
べ
て
い
な
か
っ
た

福
祉
の
狭
間
の
事
業
や
福
祉
の
周
辺

領
域
で
支
援
を
要
す
る
事
業
に
対
す

る
助
成
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
前
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題
に
取
り
組
む
事

業
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

申
請
受
付
期
間　

５
月
31
日
㈫
ま
で

【
共
同
募
金
助
成
申
請
】

　

大
阪
府
共
同
募
金
会
で
は
、
大
阪

府
内
で
行
う
民
間
社
会
福
祉
事
業
、

更
生
保
護
事
業
、
そ
の
他
社
会
福
祉

を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
・

団
体
に
対
す
る
助
成
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

申
請
書
受
付
期
間　

５
月
２
日
㈪
〜

20
日
㈮

い
ず
れ
も

問
合
先　

大
阪
府
共
同
募
金
会
（
☎

06
・
６
７
６
２・
８
７
１
７
Fax
06
・

６
７
６
２・
８
７
１
８
e
メ
ー
ル
：

ai-kibou@
akaihane-osaka.

or.jp

〔
件
名
に
「
助
成
金
の
申
請
に

つ
い
て
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
〕）

※
詳
し
く
は
、
大
阪
府
共
同
募
金
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

akaihane-osaka.or.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

受
け
る
な
ら
今
！

防
ご
う
！
風
し
ん

昭
和    37 
年
４
月
２
日
〜
昭
和   54
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性
へ

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
風
し
ん

の
追
加
的
対
策
を
令
和
７
年
２
月
末

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
昭
和
37
年

４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
男
性
で
、
本
事
業
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
人
へ
令
和
３
年
３

月
末
頃
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

●
検
査
・
接
種
当
日
、
泉
佐
野
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
定
期
予
防
接
種
は
、
平
成
26
年
４

月
１
日
以
降
の
抗
体
検
査
結
果
で
、

十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
受

け
る
際
に
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
こ
の
制
度
に
該
当
し
な
い
場
合
も

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
、
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
の
配
偶
者
、
妊
婦
の
配

●
40
歳
で
喪
失
す
る
歯
を
つ
く
ら

な
い
！

●
60
歳
で
24
本
以
上
の
自
分
の
歯

を
保
と
う
！

●
80
歳
で
20
本
以
上
の
自
分
の
歯

を
保
と
う
！

偶
者
は
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
と

「
風
し
ん
任
意
予
防
接
種
費
用
の
助

成
」に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

学
者
（
中
学
生
以
上
）、
泉
佐
野
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
が
推
薦
す
る
人

参
加
費

１
ダ
ブ
ル
ス
１
，
４
０
０
円
（
学
生

１
，
０
０
０
円
）

申
込　

６
月
19
日
㈰
ま
で（
休
館
日
、

土
・
日
曜
日
以
外
の
祝
日
除
く
）
に

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

問
合
先　

西
川
（
☎
０
９
０・
９
６
９

５・１
１
９
５
）

J:COM末広体育館（市民総合体育館）・
健康増進センターをご利用ください

4月29日㈷～5月7日㈯は施設点検のため、プールは
使用できません。（トレーニングジム・ランニングロー
ドは使用可）
※5月2日㈪は休館日です。
問合先 健康増進センター（☎469-1000 Fax469-66
66 http://www.izumisano-c.jp/kenko/）

広報いずみさの 令和4年5月号25

泉佐野市R04.05月号.indb   25 2022/04/22   16:52:27



い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
317
回

　

 「
中
近
世
に
お
け
る
長
滝
の
信
仰
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

 日本遺産・北前船文化を巡る③
～食野一統資料群～

「日本遺産」に追加認定された「荒波を越えた男たちの夢が紡い
だ異空間 ～北前船寄港地・船主集落～」のストーリーを構成す
る泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　

長
滝
に
は
今
な
お
多
く
の
信
仰

文
化
財
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
う
ち
、
長
滝
の
芸
能
と
中
世

信
仰
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
長

滝
の
天
王
淵
の
側
に
残
る
庚
申
碑

（
五
面
地
蔵
石
仏
）
は
、
か
つ
て
長

滝
に
庚
申
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と

を
示
し
ま
す
。
碑
に
は
、「
慶
長
拾

三
年
戊
申
（
１
６
０
８
）
年
」「
奉

造
庚
申
待
講
衆
」
と
彫
ら
れ
て
お

り
、
１
６
０
８
年
に
長
滝
の
住
民
た

ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
庚
申
信
仰
は
、
道
教

由
来
の
信
仰
で
平
安
期
に
陰
陽
道

の
習
俗
（
行
事
）
の
一
部
と
し
て
貴

族
社
会
で
広
ま
り
、
鎌
倉
期
以
降
に

武
家
へ
伝
わ
り
、
15
世
紀
に
は
民
間

に
広
ま
り
ま
し
た
。

　

信
仰
の
内
容
は
、
庚
申
の
日
に
三

尸
虫
と
呼
ば
れ
る
人
間
の
中
に
住

む
不
可
視
の
虫
が
、
宿
主
が
寝
て

い
る
間
に
宿
主
の
罪
を
天
の
神
（
陰

陽
道
で
は
天
帝
、
仏
教
で
は
帝
釈

天
）
に
報
告
し
、
こ
の
報
告
に
よ
り

天
の
神
が
罰
を
下
す
、
と
い
う
も
の

で
、
庚
申
の
日
に
寝
る
と
報
告
さ
れ

る
た
め
、
寝
ず
に
一
晩
過
ご
す
と
い

う
風
習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
庚
申
講

は
、
前
述
の
庚
申
の
日
に
行
わ
れ
る

講
で
、
２
ヵ
月
に
１
回
、
３
年
間
行

い
、
講
を
18
回
行
う
と
石
塔
（
庚
申

碑
）
を
建
て
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
逆

算
す
る
と
長
滝
の
庚
申
信
仰
は
、
碑

に
刻
ま
れ
た
「
慶
長
拾
三
年
」
よ
り

も
54
年
前
（
１
５
５
４
年
）
に
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▲長滝の庚申碑

　

摂
津
・
河
内
・
和
泉
で
は
、
15
世

紀
以
降
に
青
面
金
剛
を
本
尊
と
し
た

庚
申
信
仰
が
四
天
王
寺
を
中
心
に
仏

教
的
行
事
と
し
て
流
布
し
ま
し
た
。

庚
申
信
仰
で
祀
ら
れ
た
青
面
金
剛
は

帝
釈
天
の
化
身
で
も
あ
り
神
道
で
は

猿
田
彦
と
し
て
祀
ら
れ
ま
し
た
。
長

滝
西
の
番
の
帝
釈
座
で
は
、
伊
勢
神

宮
へ
施
行
し
て
い
ま
す
が
（
帝
釈
座

文
書
）、
こ
れ
は
伊
勢
内
宮
の
猿
田

彦
神
社
へ
の
施
行
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
ふ
ま
え
る
と

西
の
番
の
帝
釈
天
社
は
現
在
で
は
失

わ
れ
た
庚
申
信
仰
と
関
連
し
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
猿
田
彦
、
庚
申
信
仰
と
大

き
な
繋
が
り
を
有
す
る
の
が
猿
楽
で

す
。
謡
曲
「
あ
り
と
ほ
し
」
の
作
者

観
阿
弥
は
、
時
宗
の
僧
籍
を
持
ち
な

が
ら
民
間
陰
陽
師
（
声
聞
師
）
と
し

て
活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
聖

徳
太
子
と
の
縁
を
伝
承
し
て
き
た
人

物
だ
っ
た
た
め
、
陰
陽
道
的
信
仰
と

芸
能
・
太
子
信
仰
が
民
衆
社
会
に
伝

搬
す
る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

庚
申
信
仰
は
庚
申
に
行
う
た
め
、

「
申
」
に
関
連
す
る
行
事
や
信
仰
と

習
合
す
る
傾
向
に
あ
り
、
猿
田
彦
と

帝
釈
天
を
繋
い
だ
の
も
仏
教
・
神
道

双
方
に
庚
申
信
仰
の
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
の
四
天
王
寺
が
拠
点
と
な
っ
た
庚

申
信
仰
の
場
合
、
能
楽
や
雅
楽
を
担

当
す
る
楽
人
が
四
天
王
寺
へ
奉
仕
し

て
い
た
た
め
、
僧
籍
の
楽
人
が
庚
申

信
仰
を
伝
搬
し
た
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
更
に
四
天
王
寺
周
辺
に

は
、
中
世
以
来
安
倍
晴
明
伝
説
の
発

祥
と
し
て
知
名
度
を
得
て
い
た
こ

と
、
室
町
期
に
四
天
王
寺
の
楽
人

が
、
陰
陽
師
安
倍
氏
と
共
に
天
皇
の

即
位
の
儀
式
（
大
嘗
会
）
に
舞
を
奉

納
し
て
い
た
こ
と
も
陰
陽
道
の
一

部
で
あ
っ
た
庚
申
信
仰
が
四
天
王

寺
を
拠
点
に
広
ま
る
背
景
に
あ
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
芸
能
に

関
わ
る
僧
や
陰
陽
師
な
ど
の
宗
教

者
が
、
全
国
に
民
間
信
仰
を
広
め
る

伝
承
者
で
あ
り
、
彼
ら
が
広
め
た
芸

能
が
神
楽
で
あ
り
、
猿
楽
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。
次
回
は
こ
う
し
た
宗

教
者
が
広
め
た
申
楽
の
最
高
傑
作
、

「
あ
り
ど
お
し
」
に
登
場
す
る
蟻
通

の
神
に
つ
い
て
、
中
世
の
芸
能
者
の

文
献
を
参
考
に
紹
介
し
ま
す
。

　食野家（めしのけ）は、江戸時代に佐野を本拠地にして大富豪となった廻船業者
の一族です。食野家の廻船業は西回り航路が開かれて北前船が天下の台所に入港す
る17世紀後半から大いに発展します。大坂から出航するときは木綿、綿実や菜種油
などを運び、奥州からの帰りには米やニシンの干鰯（ほしか）などを運びました。
このような廻船業や大名貸しなどで巨財を築き、大豪商となりました。
　江戸時代中期の1761（宝暦11）年には、鴻池、三井、加島屋など名だたる富豪
と並んで同額の御用金を受け、後期の1806（文化3）年には三井とともに本家が
３万石、分家が１万石の買米を命じられるほどでした。大名貸しでは岸和田藩はも
ちろん、全国の大名に資金を用立てました。食野家の当時の発展ぶりは「加賀の銭
屋か和泉のメシか」といわれるほどで、佐野くどきにも数々のエピソードが唄いこ
まれています。これほどの富を蓄えた食野家でしたが、幕末には廻船業がふるわな
くなり、明治時代の廃藩置県の時には、大名への莫大な貸金がほとんど返金されず
一気に没落してしまいました。
　レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさのでは、食野家や唐金家、矢
倉家などの豪商が遺した古文書などの資料が所蔵されています。

▲「諸国家業じまん」（江戸時代）
より。関脇に「飯野佐太郎」の
名前が書かれている。
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【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
 毎週月曜日、3日㈷～5日㈷、26日㈭は休館
 利用時間　午前9時30分～午後5時
 佐野公民館 図書室 ☎463-6035
 長南公民館 図書室 ☎465-1101
 日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
 毎週日曜日、3日㈷～5日㈷、26日㈭は休館
 利用時間　午前10時30分～午後6時
【佐野まちライブラリー ☎447-7088】
 毎週月曜日、26日㈭は休館
 開館時間　午前9時30分～午後5時

視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
 毎週月曜日、26日㈭は休館
 開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
 ☎469-7130 Fax469-7131

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

移動図書館 ルリビタキ巡回表
ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 18日 8日

水

1時00分～2時00分 第一小学校正門 20日 24日

金

1時00分～1時50分

長南小学校南門 18日 8日 2時20分～2時50分 府営鶴原中央住宅集会所 20日 24日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 18日 8日 3時40分～4時10分 上瓦屋ちびっこ広場 20日 24日 3時40分～4時30分

第三小学校体育館横 11日 1日
29日 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 27日 ー 1時10分～2時10分

第二小学校正面玄関 11日 1日
29日 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 27日 ー 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 25日 22日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃
ゴミ置き場前

7日
28日 ー

土

1時00分～1時45分
中央小学校

グリーンベルト 25日 22日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会所 7日
28日 ー 2時00分～2時45分

上之郷小学校裏門 19日 9日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 7日
28日 ー 3時00分～3時30分

安松町会館 19日 9日 2時30分～3時00分 貝田町会館 7日
28日 ー 3時40分～4時10分

北中小学校運動場
※雨天時は黄門 12日 2日

23日 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 14日 4日 1時15分～1時45分

西出町会館 12日 2日
23日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅

中央集会所 14日 4日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 12日 2日
23日 3時30分～4時00分 湊町会館 14日 4日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 13日 3日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所
駐車場 21日 25日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 13日 3日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場 21日 25日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 13日 3日 3時30分～4時00分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす
る場合があります。

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどを
します。気軽にお越しください。
日時　5月18日㈬、6月1日㈬ 
　　　午前11時～11時30分

日曜・祝日おはなし会
～おはなし会の玉手箱～

　絵本の読み聞かせや手遊び、ふれ
あい遊びなどを行います。 “絵本を
読みあう”ミニワークショップもあ
ります。気軽に参加してください。
日時　5月22日㈰ 午後2時～3時
定員　30人（先着順）
出演　紙ひこうき

　カレン先生の
英語でおはなし会　

　0歳から楽しめる英語のおはなし会
です。絵本や手遊びを通じてお子さ
んと一緒に英語を楽しみましょう！ 
日時　5月11日㈬ 
　　　午前11時～11時30分
定員　10組（先着順）
講師　塩田カレンさん・塩田和明さ
ん（カレン先生合同会社）
※講師の都合により日本語のおはな
し会を行う場合があ
ります。

いずれも
場所・問合先　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館（☎469-7130）
※申込不要、参加無料

新着図書案内
【一般書】▶世界の美しさを思い
知れ（額賀　澪）▶真夜中のマリ
オネット （知念実希人）
【児童書】▶あ・さ・ご・は・ん!（武
田美穂）▶めねぎのうえんのガ・
ガ・ガーン（多屋光孫）
※上記以外の新着図書については、
問い合わせてください。

土曜子どもシアター
日時　5月14日㈯ 午後2時～
　　　（開場：午後1時45分）
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　「ねこねこ日本史 第1巻・第
2巻」（72分）
定員　30人（先着順）
※申込不要、入場無料。毎月第2土
曜日に子ども向け「映画会」を予
定しています。
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※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（毎月最終木曜日除く）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
シ
ニ
ア
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
教
室

　
「
ス
マ
ホ
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

と
て
も
難
し
そ
う
」
と
思
っ
て
い
る
人

に
、
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
、
地
図
、
カ
メ
ラ
な
ど
の
日
常
生
活

に
役
立
つ
人
気
ア
プ
リ
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。A

ndroidO
S

の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
１
人
１
台
貸
し
出
し

ま
す
。

開
催
日　

５
月
27
日
㈮

時
間　

●
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
を
検

討
し
て
い
る
シ
ニ
ア
の
人

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー 

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
24
日
㈫

ま
で

※
受
講
無
料
。
未
受
講
者
優
先

■
体
験
講
座
「
琴
（
筝
）」

日
時　

５
月
20
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
45
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

萩
晃
民
子
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
18
日
㈬

ま
で

※
受
講
無
料
。
琴
は
琴
ク
ラ
ブ
が
準
備

し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
員
募
集

「
琴
ク
ラ
ブ
」

　

初
心
者
の
人
、
歓
迎
し
ま
す
。
琴

（
筝
）
の
美
し
い
音
色
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

活
動
日
時　

毎
月
第
１
〜
３・
５
金
曜

日 

午
後
１
時
〜
３
時

※
活
動
時
間
に
直
接
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
第
1
回 

日
本
漢
字
能
力
検
定

（
2
級
〜
10
級
）

日
時　

６
月
25
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３

時
（
８
級
〜
10
級
は
40
分
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
） 

受
験
料　

8
級
〜
10
級 

１
，
５
０
０

円
、
5
級
〜
7
級 

２
，
０
０
０
円
、

準
2
級
〜
4
級 

２
，
５
０
０
円
、
2

級 

３
，
５
０
０
円

申
込　

５
月
26
日
㈭ 

午
後
５
時
ま
で

（
キ
ャ
ン
セ
ル
も
）
に
検
定
料
を
持
参

し
事
務
室
へ

■
愛
の
不
時
着　

韓
国
語
講
座

　

大
人
気
ド
ラ
マ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語
講

座
。
名
シ
ー
ン
や
甘
い
セ
リ
フ
な
ど
李

先
生
な
ら
で
は
の
解
説
で
、
韓
国
語
を

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。
名
前
を
韓
国

語
に
し
て
も
ら
え
ま
す
。

日
時　

６
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
20
日

㈪ 

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
（
全
３
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

李　

賢
珠
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
） 

受
講
料　

６
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

５
月
９
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
26
日
㈭

ま
で

■
カ
フ
ェ
プ
レ
ー
ト
に
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ

ン
グ
で
心
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
と
は
電
熱
ペ
ン

を
使
っ
て
木
を
焦
が
し
、
絵
や
模
様
を

描
く
技
法
の
こ
と
で
す
。
父
の
日
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

日
時　

６
月
10
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
川
扶
実
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
） 

受
講
料　

１
，０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

鉛
筆
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
描
き

た
い
絵
や
文
字
（
あ
れ
ば
）、
タ
オ
ル

申
込　

５
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
１
日
㈬

ま
で

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
資
格
取
得
に
む
け
た
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

W
ord

・Excel
〜
基
礎
コ
ー
ス
〜

　

W
ord

・Excel
の
基
礎
か
ら
学
び
、

資
格
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
〜
10
月
11
日
（
８
月

16
日
除
く
）
の
毎
週
火
曜
日
（
全
20
回
）

●W
ord

…
午
前
９
時
15
分
〜
10
時
45
分

●Excel

…
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上
で
１
分
間
に
30
文
字

程
度
の
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
人

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

講
師　

パ
ソ
コ
ン
ら
い
く 

受
講
料　

各
８
，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

持
ち
物　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
17
日
㈫

ま
で
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
苔
玉
盆
栽
を
作
っ
て
育
て
よ
う
！

　

苔
玉
盆
栽
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
手

入
れ
方
法
を
学
ん
で
、
自
宅
で
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
？
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
を
植
栽

し
ま
す
。
盆
栽
の
サ
イ
ズ
は
高
さ
約
30

㎝
、
苔
玉
の
サ
イ
ズ
は
直
径
約
10
㎝
で

す
。

日
時　

６
月
９
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

神
藤
知
治
さ
ん（「
金
久
」主
宰
）

材
料
費　

２
，
０
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、エ
プ
ロ
ン
、ビ
ニ
ー

■
【
市
民
企
画
講
座
】

楽
し
い
ス
マ
ホ
講
座
（
全
２
回
）

〜
ま
ず
は
使
っ
て
み
よ
う
！
〜

開
催
日
・
内
容
（
予
定
）

●
６
月
14
日
㈫
・
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
み

よ
う
、
電
話
を
か
け
て
み
よ
う
、
写
真

と
ビ
デ
オ
を
撮
っ
て
み
よ
う

●
６
月
21
日
㈫
・
「
ア
プ
リ
」
を
入
れ

て
み
よ
う
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
み
よ

う時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

ス
マ
ホ
初
心
者

※
受
講
経
験
の
な
い
人
優
先

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

江
阪
詩
朗
さ
ん
（
ベ
ネ
シ
ー
ド

カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

＆
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
室
オ
ー
ナ
ー
兼
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

梅
加
工
講
習
会

〜
こ
ん
な
に
す
ご
い
！

健
康
食
品
「
梅
」
の
効
能
〜

　

身
近
に
手
に
入
る
「
梅
」
の
効
能
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
梅
ジ
ュ
ー
ス

具
、
眼
鏡
（
必
要
な
人
）、
飲
料
水

申
込　

５
月
12
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
申
込
時
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
機
種
を
確
認
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
員
募
集

「
レ
イ
ア
ロ
ハ
」

　

心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
。
超
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
で
す
。
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

活
動
日
時　

毎
月
第
１・３・５
火
曜
日

●
午
後
１
時
〜
１
時
50
分
（
マ
マ
ク

ラ
ス
・
子
連
れ
Ｏ
Ｋ
）

●
午
後
２
時
〜
３
時
（
大
人
ク
ラ
ス
）

※
活
動
時
間
に
直
接
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。「

朗
読
の
会
」

　

声
を
出
す
こ
と
を
楽
し
ん
で
嚥
下

障
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

活
動
日
時　

第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

※
活
動
時
間
に
直
接
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
陶
芸
で
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作
ろ
う
！

　

お
皿
、
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

日
時　

６
月
４
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ
い
ず
み

さ
の

対
象　

小
・
中
学
生
、
保
護
者

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
橋
徳
治
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

５
月
13
日
㈮
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月

19
日
㈭
ま
で

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
、
大
人
の
み

不
可
。
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
６
・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９

　

い
ず
れ
も
申
込
は
電
話
で
専
用
電

話
番
号
（
☎
４
４
９
・
４
７
６
０
）
へ

■
ウ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス
を

お
し
ゃ
れ
に
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
！

　

か
わ
い
い
紙
ナ
フ
キ
ン
を
使
っ
て
デ

コ
パ
ー
ジ
ュ
を
し
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ
い
ず
み

さ
の

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

３
０
０
円

申
込　

５
月
12
日
㈭
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月

19
日
㈭
ま
で

※各施設の受付時間は、28ページをご覧ください。

や
梅
ジ
ャ
ム
、
梅
味
噌
の
作
り
方
を
学

び
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
辺
市
役
所 

農
林
水
産
部
梅

振
興
室
職
員

材
料
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
ふ
き
ん
２
枚
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

広
口
の
１
ℓ
容
器
１
個
、
３
５
０
ℊ
入

る
容
器
２
個
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
18
日
㈬
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

ル
手
袋
（
両
手
）、
持
ち
帰
り
用
袋
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
31
日
㈫
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、28ページをご覧ください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
「
一
皿
で
栄
養
た
っ
ぷ
り
中
華
丼
」

〜
下
処
理
を
上
手
に
し
て

よ
り
美
味
し
く
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

５
月
24
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

中
華
丼
、
イ
カ
と
き
ゅ
う

り
・
セ
ロ
リ
の
辛
子
酢
醬
油
、
キ
ャ
ベ

ツ
巻
き
の
牛
乳
煮
、
豆
腐
ド
ー
ナ
ツ

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
容
器

申
込　

５
月
10
日
㈫ 

午
前
９
時
以
降

に
本
人
が
電
話
で
。
材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
17
日
㈫
ま
で

※
内
容
は
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
シ
ョ
コ
ラ
」

〜
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
花
の
形
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
〜

　

21
㎝
の
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
一
人
半
分

持
ち
帰
り
ま
す
。
他
に
も
う
一
品
つ
く

り
ま
す
。

日
時　

６
月
６
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
容
器

申
込　

５
月
10
日
㈫ 

午
前
９
時
以
降

に
本
人
が
電
話
で
。
材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
30
日
㈪
ま
で

※
内
容
は
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■
季
節
の
発
酵
食
料
理
講
座

〜
さ
わ
や
か
に
夏
を
迎
え
る

初
夏
の
発
酵
ご
は
ん
〜

日
時　

５
月
27
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

メ
ニ
ュ
ー　

お
麩
の
オ
ニ
オ
ン
グ
ラ
タ

ン
ス
ー
プ
、
発
酵
イ
ワ
シ
カ
レ
ー
マ
リ

ネ
、
お
か
ら
デ
ィ
ッ
プ
、
と
う
も
ろ
こ

し
ご
飯
、
梅
ゼ
リ
ー

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

し
ば
た　

ゆ
み
こ
さ
ん
（
パ
ン

と
発
酵
料
理
教
室 

実
り
の
木
主
宰
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

■
暮
ら
し
の
書
道
教
室

　

筆
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
筆

の
運
び
方
な
ど
の
基
礎
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
時　

５
月
26
日
㈭
、
６
月
２
日
㈭　

 

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

川
下
旭
蓉
さ
ん

（
読
売
書
法
会 

理
事
）

材
料
費　

１
０
０
円

持
ち
物　

筆
・
硯
・
文
鎮
な
ど
の
書
道

道
具
、
飲
料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル　

申
込　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
初
心
者
に
も
描
け
る
似
顔
絵
講
座

　

初
心
者
に
も
描
け
る
似
顔
絵
の
コ
ツ

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭ 

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

い
お
り
や　

は
じ
め
さ
ん

（「
似
顔
絵
い
お
り
や
」
主
宰
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
色
鉛
筆

（
12
色
）
ま
た
は
水
彩
絵
の
具
な
ど
、

飲
料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル　

申
込　

５
月
13
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
26
日
㈭
ま
で

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　

申
込　

５
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料

費
の
納
入
・
キ

ャ
ン
セ
ル
は
５

月
19
日
㈭
ま
で

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
ア
ロ
マ
で
暮
ら
し
を
華
や
か
に 

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
バ
ー
作
り
〜

　
「
火
を
使
わ
な
い
キ
ャ
ン
ド
ル
」
と

言
わ
れ
、
ほ
ん
の
り
と
良
い
香
り
が
楽

し
め
ま
す
。
イ
ン
テ
リ
ア
に
最
適
で
、

消
臭
、
殺
菌
、
空
気
清
浄
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
27
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
崎
よ
し
み
さ
ん(A

EA
J

認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

申
込  

５
月
７
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
20

日
㈮
ま
で

■
油
断
大
敵
！　

食
中
毒
！

〜
感
染
症
や
食
中
毒
に
負
け
な
い
〜

　

季
節
ご
と
に
気
を
つ
け
る
感
染
症
と

そ
の
予
防
法
や
、
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー

を
用
い
て
の
手
洗
い
方
法
も
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

戸
川
真
早
美
さ
ん
（
近
畿
中
央

ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱ 

広
報
係
長
）

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
19
日
㈭

ま
で　

※
受
講
無
料

■
手
軽
に
作
ろ
う
ヘ
ル
シ
ー
ご
は
ん

〜
旬
の
野
菜
で

簡
単
ご
は
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う
〜

日
時　

５
月
26
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

さ
っ
ぱ
り
鮭
ず
し
、
新
玉

ね
ぎ
の
丸
ご
と
煮
、
と
ろ
ろ
昆
布
と
か

ま
ぼ
こ
の
吸
物
、
ず
ん
だ
も
ち

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
尾
登
美
子
さ
ん（

管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
17
日
㈫
ま
で

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

各
種
文
化
・
教
養

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

開
催
日
の
3

日
前
ま
で
に
（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り

推
進
機
構 

り
ん
く
う
中
央
公
園
（
☎

４
６
９
・
３
３
３
２
）
へ

開
催
日

（
５
月
）

講 

座 

名 

①
17
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

②
21
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

■
シ
ニ
ア
・
初
心
者
向
け 

ス
マ
ホ
教
室

　

ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

テ
レ
ビ
電
話
や
地
図
ア
プ
リ
の
使
い
方

な
ど
を
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
使
い
こ
な
し
、
趣

味
や
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん

か
？
指
先
を
使
う
こ
と
で
脳
を
活
性
化

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
初
心
者
向
け

な
の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
・
日
時
（
６
月
〜
来
年
３
月
・

全
10
回
）

※各施設の受付時間は、28ページをご覧ください。

生
涯
学
習
課☎

４
６
９・
７
１
３
２

Fax
４
６
９・
７
１
３
３

■
お
知
ら
せ

【
市
民
企
画
講
座
募
集
】

〜
熱
意
と
向
上
心
を
も
っ
て
、

市
民
の
声
に
役
立
ち
た
い
と
い
う

み
な
さ
ん
の
た
め
に
〜

　

自
ら
講
師
と
し
て
活
動
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
に
経
験
を
積
む
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
に

活
動
拠
点
の
あ
る
個
人
・
団
体
（
グ

ル
ー
プ
）

※
市
や
公
的
機
関
か
ら
補
助
を
受
け

て
い
る
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
を
除
く

要
件　

市
民
の
生
涯
学
習
に
貢
献
す

る
内
容
の
も
の

※
そ
の
他
、
複
数
要
件
あ
り

【
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
】

　

学
習
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
み

な
さ
ん
に
講
師
を
紹
介
す
る
制
度
で

す
。
料
理
や
語
学
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
生
涯

学
習
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

講
師
謝
金　

３
，
０
０
０
円

（
１
回
２
時
間
以
内
）

※
市
内
在
住
講
師
は
交
通
費
含
む
。

資
料
代
、
材
料
費
は
受
講
者
負
担

　

講
師
登
録
も
随
時
面
談
を
受
付

し
て
い
ま
す
。
※
要
事
前
連
絡

■
中
世
か
ら
近
世
の
佐
野

〜
繁
栄
す
る

佐
野
町
場
と
上
町
集
落
の
消
長
〜

　

中
世
の
佐
野
は
南
海
「
泉
佐
野
」
駅

海
側
の
佐
野
町
場
を
起
源
と
す
る
も
の

で
す
が
、
14
世
紀
か
ら
15
世
紀
に
か
け

て
「
泉
佐
野
」
駅
山
側
に
広
が
り
ま
す
。

16
世
紀
に
入
る
と
山
側
の
上
町
集
落
は

消
え
て
し
ま
い
耕
地
化
さ
れ
ま
す
が
、

佐
野
町
場
は
存
続
し
近
世
に
入
っ
て
更

な
る
発
展
を
遂
げ
ま
す
。
発
掘
調
査
の

成
果
か
ら
判
明
し
た
こ
の
興
味
深
い
動

向
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
時　

６
月
16
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

貝
川
克
士

（
文
化
財
保
護
課 

職
員
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
12
日
㈭

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３
・
６
１
８
１ 

Fax
４
６
９
・
２

２
４
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
14

日
㈫
ま
で　

※
受
講
無
料

各
種
歴
史

歴　

史

■
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
泥
め
ん
こ
を
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
！
】

日
時　

５
月
21
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
５
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
教
室
…
５
月
17
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
５
月
19
日
㈭　

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

５
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

■
ふ
ろ
し
き
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

５
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料 　

【
藁
で
ミ
ニ
ほ
う
き
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

６
月
４
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
込　

５
月
21
日
㈯
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
参
加
無
料

●iPhone

（
ア
イ
フ
ォ
ン
）
コ
ー
ス
・

第
１
水
曜
日 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●A
ndroid

（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）
コ
ー

ス
・
第
３
水
曜
日 

午
前
10
時
〜
11
時

30
分

場
所　

コ
ー
プ
泉
佐
野
店
２
階
集
会
所

内
容　

基
本
操
作
、ア
プ
リ
の
入
れ
方
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
基
本
、
応
用
）、
地
図
ア

プ
リ
、
カ
メ
ラ
ア
プ
リ
（
基
本
、
応
用
）

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
ス
マ

ホ
を
持
っ
て
い
る
全
回
受
講
で
き
る
人

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー 

テ
キ
ス
ト
代　

３
０
０
円

※
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
、
講
義

中
に
使
う
デ
ー
タ
通
信
料
は
各
自
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

５
月
９
日
㈪ 

午
前
10

時
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
基
幹
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
さ
の
（
☎
４
６
４

・
２
９
７
７ 

Fax
４
６
２・５
４
０
０
）
へ

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、28ページをご覧ください。

■
健
康
の
つ
ど
い

「
流
行
り
歌
ビ
ク
ス
」
講
座

　

お
馴
染
み
の
演
歌
や
懐
か
し
い
曲
に
合

わ
せ
て
、
高
齢
の
人
で
も
無
理
な
く
、
簡

単
に
出
来
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
有
酸
素
運

動
）
で
す
。
楽
し
く
動
き
を
繋
ぎ
な
が
ら

生
活
体
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

椅
子
に
座
り
な
が
ら
で
も
可
能
で
す
。

日
時　

６
月
３
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

倉
益
弥
生
さ
ん
（Be straight

）

派
遣
元　
（
公
財
）
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー

プ
福
祉
財
団

持
ち
物　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
は
じ
め
て
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

〜
音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〜

　

楽
し
み
な
が
ら
も
体
を
し
っ
か
り
動
か

せ
る
有
酸
素
運
動
と
し
て
老
若
男
女
問
わ

ず
、
幅
広
い
世
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
度
、
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
17
日
㈮

●
午
前
10
時
〜
10
時
50
分

●
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
家
和
美
さ
ん
（
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、飲
料
水
、

筆
記
用
具
、
上
靴

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

５
月
13
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 
本
館
・

北
部
公
民
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
足
指
体
操
と健

康
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

(

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象)

　

健
康
維
持
の
た
め
の
「
家
で
で
き
る

簡
単
セ
ル
フ
ケ
ア
」
の
方
法
を
お
伝
え

し
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
口
眞
理
子
さ
ん
（
ボ
デ
ィ
ケ

ア
サ
ロ
ン
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」
代
表
）

■
サ
ビ
な
い
身
体
づ
く
り

〜
50
℃
洗
い
低
温
ス
チ
ー
ミ
ン
グ
〜

　

50
℃
洗
い
っ
て
何
？
自
宅
で
で
き
る

50
℃
洗
い
や
低
温
ス
チ
ー
ミ
ン
グ
の
方

法
を
実
践
し
試
食
し
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人(
先
着
順)

講
師　

牧
野
さ
ゆ
り
さ
ん
（
50
℃
洗
い
低

温
ス
チ
ー
ミ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料　

９
０
０
円(
材
料
費
含
む)

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
24
日
㈫
ま
で

健　

康

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

５
月
23
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
で
内
容
を

変
更
し
て
実
施

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
楽
し
く
安
全
に
で
き
る
運
動
を

知
っ
て
健
康
を
維
持
し
よ
う
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

開
催
日
・
内
容

●
５
月
26
日
㈭
・
自
宅
で
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
や
簡
単
筋
ト
レ

●
11
月
24
日
㈭
・
変
化
し
た
か
ら
だ
の

確
認

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

■
ヤ
ク
ル
ト
と
と
も
に
健
康
に
！

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
景
品
な

ど
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日(

全
４
回)

・
内
容

●
５
月
31
日
㈫・健
康
を
支
え
る
「
体
温
」

●
６
月
28
日
㈫
・
水
分
チ
ェ
ッ
ク

BEA
U
TY

講
座

●
７
月
19
日
㈫
・
大
切
な
人
の
た
め

に
〝
健
幸
〞
を
「
あ
き
ら
め
な
い
」
〜

認
知
症
の
理
解
と
予
防
〜
「
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
養
成
講
座
」

●
９
月
13
日
㈫
・
オ
ン
ラ
イ
ン
工
場
見

学
〜
ど
こ
の
工
場
に
つ
な
が
る
か
は
お

楽
し
み
〜

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人(

先
着
順)

講
師　

戸
川
真
早
美
さ
ん
（
近
畿
中
央

ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱ 

広
報
係
長
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

５
月
９
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
24
日
㈫

ま
で　

※
受
講
無
料

受
講
料　

４
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
、
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た

は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

※
服
装
は
動
き
や
す
い
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
で

申
込　

５
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
19
日
㈭
ま
で

対
象　

全
２
回
受
講
で
き
、
医
師
か
ら

運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
市
民

※
運
動
実
技
は
、
会
場
で
の
血
圧
値
が

最
高
１
８
０
㎜
Hg
ま
た
は
最
低
１
０
０

㎜
Hg
以
上
の
人
は
見
学
と
な
り
ま
す
。

定
員　
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で 

申
込　

５
月
６
日
㈮
〜
20
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
除
く
）
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
「
太
極
拳
」
講
座

　

健
康
・
長
寿
に
良
い
と
さ
れ
る
太
極

拳
は
、
誰
も
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
一
生

涯
続
け
ら
れ
る
健
康
法
で
す
！

日
時　

５
月
24
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

甲
田
吉
彦
さ
ん
（
い
ず
み
楽
楽

太
極
拳
グ
ル
ー
プ
講
師
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
運
動
し
や
す
い
も
の
で
。
で

き
れ
ば
靴
は
底
の
薄
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
６
日
㈮

健　

康
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、28ページをご覧ください。

■
お
や
こ
ヨ
ガ

　

パ
パ
・
マ
マ
と
お
子
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
に
！
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
ヨ
ガ
を
取

り
入
れ
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
！

開
催
日　

５
月
25
日
㈬

時
間
・
内
容
・
対
象

●
午
前
10
時
〜
10
時
45
分
・
な
で
な
で

ヨ
ー
ガ
・
生
後
５
〜
６
ヵ
月
の
お
す
わ

り
期
か
ら
は
い
は
い
期
ま
で
の
乳
児
と

保
護
者　

●
午
前
11
時
15
分
〜
正
午
・
ま
ね
ま
ね

ヨ
ー
ガ
・
よ
ち
よ
ち
期
か
ら
２
歳
児
の

乳
幼
児
と
保
護
者　

定
員　

各
６
組
（
先
着
順
）

講
師　

井
上
照
子
さ
ん
（
こ
ど
も
ヨ
ー

ガ
准
専
門
士
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
10
日
㈫ 

午
前
９
時
30
分
以
降
に
電
話
で
レ
イ
ク

ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央

図
書
館
（
☎
４
６
９
・
７
１
３
０
）
へ

※
参
加
無
料

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
ピ
ラ
テ
ィ
ス

〜
体
幹
を
鍛
え
て
、

カ
ラ
ダ
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
よ
う
〜

日
時　

６
月
８
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

講
師　

北
川
り
ょ
う
こ
さ
ん
（
佐
野
公

民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

５
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■
お
肌
の
お
悩
み
相
談
＆

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
講
座

　

肌
ト
ラ
ブ
ル
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
今
日

か
ら
で
き
る
改
善
点
を
お
伝
え
し
ま

す
。
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
な
が
ら
手
を
美
し
く
導
き
ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
㈭

●
午
後
１
時
〜
１
時
45
分

●
午
後
２
時
〜
２
時
45
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

講
師　

園
田
優
子
さ
ん（
メ
ナ
ー
ド
フ
ェ

イ
シ
ャ
ル
サ
ロ
ン
泉
佐
野
日
根
野
代
表
）

申
込　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
28
日
㈯
ま
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
肘
ま
で
出
せ
る

半
袖
の
服
な
ど
で

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
４
日
㈯

ま
で　

※
受
講
無
料

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
根
野
公
民

館
（
☎
４
５
０・３
９
０
０ 

Fax
４
６
８
・

０
０
１
１
）
へ

※
受
講
無
料

各
種
健
康

■
男
性
向
け
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ヨ
ガ

〜
お
う
ち
で
も
で
き
る
♪

心
と
体
の
整
え
方
〜

　

全
く
初
め
て
の
人
、
体
が
硬
い
人
で

も
大
丈
夫
で
す
！
お
う
ち
で
も
で
き
る

ス
ト
レ
ッ
チ
と
ヨ
ガ
で
体
を
伸
ば
し
、

心
も
体
も
整
え
ま
し
ょ
う
！

開
催
日
（
各
全
２
回
）

①
５
月
22
日
㈰
・
29
日
㈰

②
６
月
９
日
㈭
・
23
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
以
上
の
男
性

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
山
﨑
浩
子
さ
ん
・
②
丸
橋
温
恵
さ
ん

（
日
本
総
合
ヨ
ガ
普
及
協
会
指
導
師
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込
・
問
合
先　

５
月
６
日
㈮
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ

ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９・
７
１
２
５
）

へ※
受
講
無
料

■
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

〜
ウ
ェ
ー
ブ
ウ
ォ
ー
ク
で
メ
リ
ハ
リ
脂

肪
燃
焼
し
ま
せ
ん
か
？
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

歩
き
に
変
化
を
つ
け
て
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ひ

と
り
で
歩
く
よ
り
も
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
経
ち
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

室
内
用
の
紐
靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
10
日
㈫

以
降
に
本
人
が
電
話
で
南
部
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー 

本
館
（
☎
４
６
６・１
６
４
１

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料

■
泉
佐
野
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
介
護
予
防
」
講
演
会

開
催
日
・
場
所

●
５
月
10
日
㈫
・
日
根
野
公
民
館

●
５
月
18
日
㈬
・
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容
「
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
け

る
か
ら
だ
づ
く
り
」

●
体
力
測
定
お
よ
び
身
長
測
定(

体
の

状
態
に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す)

●
足
圧
バ
ラ
ン
ス
測
定

●
介
護
予
防
の
お
話

「
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
く
た
め

に
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
」

●
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
行
訓

練
）
体
験

対
象　

泉
佐
野
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
の
人
（
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ッ
キ

の
人
、
腰
痛
で
お
悩
み
の
人
、
人
工
関

節
の
人
、
歩
行
に
不
安
の
あ
る
人
、
介

護
予
防
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
で
医
師

か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
人
）

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

講
師　

健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー

申
込　

平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

に
電
話
で
（
一
社
）
健
康
寿
命
世
界

一
（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
５ 

Fax 

06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
６
）
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
参
加
無
料
。
靴
下
を
脱
い
で
裸
足
に
な

れ
る
よ
う
に
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

健　

康
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、28ページをご覧ください。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
25
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４

・
２
２
５
９
）

※
申
込
不
要
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
開
館
時
間
は
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
で
す
。
初
め
て
の
人
は
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
シ
ャ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
掘
り
出
し
市

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
品

な
ど
の
物
品
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

入
場
無
料
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

日
時　

５
月
17
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

シ
ャ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
（
佐
野
公

民
館
隣
）

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
入
場
無
料
。
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

各
種
福
祉

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

地
域
の
集
い
・
ふ
れ
あ
い
の
場
所
で

す
。
介
護
・
終
活
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

内
容　

本
格
カ
フ
ェ
、
健
康
体
操
、
人

生
グ
ラ
フ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル

（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

☎
４
７
７

・
８
０
５
９
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
ド
リ
ン
ク

３
０
０
円
、
モ
ー
ニ
ン
グ
５
０
０
円
で

提
供
し
ま
す
。
車
椅
子
可

【
よ
り
み
ち
カ
フ
ェ
】

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
誰

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
で

す
。
ほ
っ
と
一
息
し
な
が
ら
、
ま
ず
は

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
介
護
や

健
康
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
㈭ 

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

福　

祉

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
リ
ト
ミ
ッ
ク
＆
ふ
れ
あ
い
遊
び
〜

日
時　

６
月
３
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

申
込　

前
日
ま
で
の
平
日 

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
プ
レ
お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

※
変
更
の
場
合
あ
り

日
時　

６
月
１
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

い
な
い
２
歳
〜
就
学
前
の
親
子

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

申
込　

前
日
ま
で
の
平
日 
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

■
土
曜
日
の
パ
パ
参
加
企
画子

育
て
講
座

「
防
災
を
家
族
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
」

　

土
曜
日
に
行
う
パ
パ
参
加
企
画
の
講

座
で
す
。
子
育
て
中
で
の
避
難
方
法
、

避
難
グ
ッ
ズ
（
非
常
食
や
持
ち
出
し
袋

な
ど
実
演
あ
り
）
を
家
族
み
ん
な
で
考

え
ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
９
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

お
や
と
こ
ら
い
ぶ

ね
っ
と
マ
マ
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
防
災
士
）

受
講
料　

１
組
２
０
０
円

■
つ
く
し
ん
ぼ
子
育
て
講
座

「
子
育
て
の
基
本
」　

〜
子
ど
も
が
元
気
に
育
つ
生
活
リ
ズ
ム
〜

　

乳
幼
児
期
に
身
に
つ
け
て
お
き
た
い

生
活
動
作
や
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
７
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

講
師　

地
頭
所
孝
子
さ
ん
（
育
ち
あ
い

研
究
所 

所
長
）

申
込　

６
月
６
日
㈪
以
降
の
平
日 

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
あ
り
、
希
望

者
は
申
込
時
に

場
所　

コ
ー
プ
泉
佐
野
店
２
階
集
会
所

問
合
先　

家
治
（
☎
０
９
０
・
３
８
７

３
・
１
７
６
９
）

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
。
コ
ー
ヒ
ー
・

紅
茶
な
ど
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

申
込　

６
月
６
日
㈪
以
降
の
平
日 

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
試
食
は
せ
ず
、実
演
の
み
。

ま
た
、
１
組
大
人
２
人
ま
で
の
参
加
に

な
り
ま
す
。

■
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ヨ
ガ
講
座

　

身
体
全
体
の
細
胞
の
入
替
を
目
指
す

ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
で
す
。
顔
の
む
く
み

の
改
善
や
透
明
感
ア
ッ
プ
・
美
肌
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
谷
暁
子
さ
ん
（
ジ
ャ
パ
ン

ヨ
ガ
カ
レ
ッ
ジ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
マ

ス
ク

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
７
日
㈯

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５
・
０
７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１

１
０
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
24

日
㈫
ま
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
泉
佐
野
丘
陵
緑
地　

「
竹
細
工
教
室
」 

〜
四
つ
目
編
み
か
ご
を
作
ろ
う
！
〜

　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
」
は
公
園
の
豊
富
な

竹
を
利
用
し
て
、
竹
細
工
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
は
素
朴
な
編
み
目
が

魅
力
的
な
四
つ
目
編
み
か
ご
を
作
り
ま

す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日

㈯ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
全
３
回
）

※
雨
天
決
行

場
所　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

対
象　

全
回
参
加
で
き
る
高
校
生
以
上

定
員　

８
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

作
業
用
ゴ
ム
手
袋
、
昼
食
、

飲
料
水

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機

あ
り
。
服
装
・
靴
は
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

運
動
靴
で
。
刃
物
を
使
用
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

５
月
11
日
㈬ 

正
午

ま
で
（
月
曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
に
電
話
で
泉
佐
野
丘
陵

緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
７
・

２
４
９
１
）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

iz um
isano-kyuryo.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込

で
き
ま
す
。

相　

談

■
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

「
特
設
人
権
相
談
」

　

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
に
む
け
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
「
人
権
擁
護
委
員
」
が
、
人
権
に
つ
い

て
の
相
談
会
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
１
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所 

別
館
プ
レ
ハ
ブ

２
０
１
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
申
込
不
要
、
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
泉
州
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
「
働
き
た
い
け
ど
自
信
が
な
い
、
踏

み
出
せ
な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
て

い
る
若
者
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

若
者
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
就
労
支
援

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

15
歳
〜
49
歳
の
働
い
て
い
な
い

人
、
そ
の
保
護
者
な
ど

【
し
ご
と
の
相
談
】（
予
約
制
）

場
所
・
日
時

●
泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
月
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時

●
阪
南
市
役
所 

商
工
労
働
観
光
課
内
・

火
曜
日 

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

●
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
南
棟
２
階
第
４

相
談
室
・
木
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

●
岸
和
田
市
立
職
員
会
館
内
・
毎
週
金

曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
泉
大
津
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
・

第
１
、３
、５
日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午

後
５
時

【
こ
こ
ろ
の
相
談
】（
予
約
制
）

日
時　

月
〜
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

場
所　

泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

申
込
・
問
合
先　

月
〜
土
曜
日 

午
前
10
時

〜
午
後
６
時
（
祝・休
日
、
年
末
年
始
除

く
）
に
電
話
で
泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
北
部
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
本
館
内 

☎
４
６
４・
０
０
０

２
）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.oyw

s.com
/sapportstatio

n/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
わ
た
ぼ
う
し
子
育
て
講
座

「
簡
単
手
作
り
オ
モ
チ
ャ
と

お
し
ゃ
べ
り
の
会
」

　

子
育
て
中
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
時
間
が

な
い
の
か
？
と
、
バ
タ
バ
タ
一
日
を
過

ご
し
て
い
る
人
も
多
い
は
ず
…
。
簡
単

な
手
作
り
オ
モ
チ
ャ
を
作
り
な
が
ら
、

子
育
て
中
の
悩
み
を
、
同
じ
仲
間
と
語

り
合
い
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
28
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

定
員　

12
組
（
先
着
順
）

講
師　

保
育
士

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
23
日
㈪

以
降
の
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話

■
５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

大
阪
家
庭
裁
判
所成

年
後
見
制
度
説
明
会

「
あ
な
た
の
地
域
で
〝
つ
な
が
る
〞〝
広

が
る
〞総
合
支
援
型
の
成
年
後
見
制
度
」

　

Z
oom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

で
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
（
予
定
）

対
象　

府
内
在
住
の
成
年
後
見
制
度
を

利
用
し
て
い
な
い
人

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込　

４
月
27
日
㈬
〜
５
月
13
日
㈮
に

大
阪
家
庭
裁
判
所
の
e
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス(fc.oos.jinji@
w
m
.courts.jp)

に
件
名
「
憲
法
週
間
行
事
申
込
み
」、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
時
の
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
（
表
示
名
）、質
問
事
項
（
任
意
）

を
記
載
し
た
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
大
阪
家
庭

裁
判
所 

事
務
局
総
務
課
広
報
係
（
☎

06
・
６
９
４
３
・
５
６
９
２
）
へ

■
愛
の
献
血

　

献
血
車
が
来
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

い
こ
ら
も
〜
る
泉
佐
野

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

福　

祉
（
つ
づ
き
）

で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

わ
た
ぼ
う
し

（
☎

 

４
４
７・６
２
２
３
）
へ

※
受
講
無
料

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

▲QRコード

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

　　泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（3月受付分）

●10万円…人生道場
●2万円…二小②民生委員

傍聴できます
～泉佐野市国民健康保険運営協議会～

　当日、開催場所にて会議開始時刻30分前から
受付します。
日時　5月19日㈭ 午後1時30分～
場所　市役所 5階第1会議室
議題　令和3年度決算見込など
定員　5人（先着順）
開催担当課　国保年 金課

東京事務所移転
　地方と首都圏とのつながりを強化し、地方への交流
人口・関係人口の増加や将来的な移住定住の促進など、
本市がさらに活性化することを目的として首都圏活動
を展開するため、東京事務所を開設しています。
　今年４月に事務所が移転しましたので、お知らせ
します。
所在地　〒100-0005 東京都千代田区丸の内1丁目
6-5 丸の内北口ビルWeWork丸の内（☎・Fax03-
3272-6121 eメール：sano.tokyo1@gmail.com）
※JR「東京」駅北口徒歩3分、東京メトロ「大手町」
駅直結徒歩7分

東京いずみさの会 会員募集
　首都圏から泉佐野市を応援する「東京いずみさ
の会」に入会をお願いします。
　首都圏で活躍されている泉佐野市出身の人、泉
佐野市に関わりのある人、泉佐野
市を応援したい人など現在約140
人が入会しています。入会金、年
会費は無料でどなたでも入会でき
ますので、ご家族、お知り合いの
人にぜひご案内ください。
　詳しくは右記のQRコードから
ご覧ください。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
新
家
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
↓
佐
野
王
子
跡
↓
妙
光

寺
↓
如
来
寺
↓
市
場
道
標
↓
佐
野
飛
行

場
跡
↓
旧
蟻
通
神
社
跡
↓
蟻
通
神
社

（
昼
食
）
↓
八
丁
畷
地
蔵
↓
塙
団
右
衛

門
の
五
輪
塔
↓
樫
井
王
子
跡
↓
奥
家
住

宅
↓
淡
輪
六
郎
兵
衛
の
宝
篋
印
塔
↓
樫

井
古
戦
場
跡
↓
解
散
（
約
7.5
㎞
）

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費
（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）　

３
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０
円

持
ち
物　

弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
、
敷

物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

５
月
25
日
㈬
ま
で
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４
５
８・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５・１
４
２
７ 

ｅ
メ
ー
ル
：san

onoeem
on@

rinku.zaq.ne.jp

）へ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.izu

m
isano-kanvora.com

/

）
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す
。

※
催
行
確
認
は
当
日
午
前
７
時
以
降
に

緊
急
連
絡
先
（
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・

３
９
０
１
）
へ

■
南
泉
州
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
主
催　

南
泉
州
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

熊
野
街
道
を
ゆ
く

〜
中
世
に
は
熊
野
詣
の
表
詣
道
と
し

て
、
戦
国
時
代
に
は
大
阪
夏
の
陣
・
緒

戦
の
地
と
し
て
こ
の
街
道
を
往
来
し
た

歴
史
上
の
著
名
人
に
想
い
を
は
せ
る
〜

日
時　

５
月
28
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
雨
天
決
行
。
当
日
午
前
７
時
現
在
、

警
報
発
令
時
は
中
止

集
合
場
所　

南
海
「
泉
佐
野
」
駅

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
料
水
、
敷
物
な
ど

※
靴
は
歩
き
や
す
い
も
の
で

当
日
の
連
絡
先

☎
０
８
０
・
３
８
０
１
・
９
７
４
１

申
込
期
日　

５
月
20
日
㈮

※
催
行
確
認
は
当
日
午
前
７
時
以
降
に

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.ica.gr.jp

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
ｉ
ｃ
ａ
（
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
）

申
込
・ 
問
合
先　

火
〜
土
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野

地
球
交
流
協
会
（
ｉ
ｃ
ａ
）（
南
中
樫
井

４
７
６
番
地
の
２ 
南
部
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
本
館
１
階　
☎
４
２
９・
９
７
４
１

Fax
４
２
９・
９
７
４
２ 

ｅ
メ
ー
ル
：ica

@
ica.gr.jp

）
へ

【
地
球
理
解
講
座
】

響
け
！
大
地
の
鼓
動

〜
溢
れ
る
ビ
ー
ト
と
リ
ズ
ム
！
〜

　

ア
フ
リ
カ
音
楽
を
通
し
て
南
ア
フ
リ

カ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
21
日
㈯ 

午
後
３
時
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

歌
と
お
話　

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ン
コ
シ
さ
ん

※
参
加
無
料

【
国
際
交
流
】

　

〜ica

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
２
２
〜

　

地
域
在
住
の
外
国
の
人
と
一
緒
に
、

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
公
園
か
ら
新
滝
の
池

方
面
を
散
策
し
な
が
ら
、
国
際
交
流
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
29
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
（
予
定
）

※
当
日
午
前
７
時
現
在
、
降
水
確
率

50
％
以
上
の
場
合
は
中
止

集
合
・
解
散
場
所　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地 

中
央
口
（
上
之
郷
90
番
地
）

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

採用・募集採用・募集

水なす＋きくなアカデミー 第2期生
　JA大阪泉州管内での就農を目指す人を対象に、座
学＋プロの農業者の下での実践を通じて、特産品であ
る水なすときくなの栽培技術を学べる講座がスタート
します！興味のある人は、応募してください。
問合先
大阪府泉州農と緑の総合事務所 農の普及課

（☎439-0167） 
※詳しくはホームページ（http://www.
pref.osaka.lg.jp/senshunm/gyoumu/
senshu_kikuna.html）をご覧ください。
右記のQRコードからもアクセスでき
ます。

泉佐野市保健対策推進協議会市民委員
　市民の健康づくりや地域保健について審議する委員
会です。
任期　8月28日から2年間
会議の回数　年間1～2回
応募資格　平成14年7月1日以前に生まれた市内在住
または在勤の人。ただし、以下に該当する人を除く
●国および地方公共団体の議会の議員
●本市職員および市立小・中学校に勤務する人
応募方法　6月20日㈪ 午後5時15分までに「健康づ
くりに大切なこと」をテーマにした作文（800字程度、
書式自由）に住所、氏名、生年月日、電話番号を記入
のうえ、直接または郵送（当日消印有効）で〒598-
8550 泉佐野市市場東1丁目1番1号 泉佐野市役所 健
康推進課へ
問合先　健康推進課

　　ジュニアリーダー 61期生
養成講習会受講生　　

　養成講習会を受講し、あなたもジュニアリーダーと
して活動してみませんか。
日時　6月5日㈰・19日㈰、7月24日㈯、8月6日㈯・
7日㈰ 午前9時～（全5回）
場所　青少年課事務所ほか
内容　講義、実技、宿泊（キャンプファイヤーなどの
夜間研修あり）班活動を通じ、リーダーとしての技術
を身につける
対象　市内在住の中学1・2年生
定員　15人（先着順）
指導者　泉佐野市ジュニアリーダークラブ
受講料　450円（保険代）
申込　5月13日㈮～26日㈭に各中学校、担任の先生ま
たは生徒指導の先生に申し込んでください。私立中学
校の場合は青少年課まで問い合わせてください。
問合先　青少年課（☎469-1106） 
※状況により日時などが変更になる場合があります。
詳しくはホームページで確認してください。

　　　　　　　　　いずみさの第九コンサート2022
第九合唱メンバー

　合唱経験がない初心者も大歓迎！ぜひ一緒に第九を歌いましょう！
練習日　6月～12月の日曜日（全15回）
※前日リハーサルは12月10日㈯、当日の午前中も練習があります。
時間　午後1時30分～3時30分（うち2回は午前10時～正午）
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習
センター、エブノ泉の森ホール 1階マルチスペース
対象
小学生以上で合唱練習に継続して参加できる人
※小学生は練習時、保護者の同伴が必要
定員　40人
※申込多数の場合は、市内在住・在学・在勤者優先
参加費　2,570円（楽譜代含む）
申込　5月17日㈫～29日㈰（月曜日除く）の午前
10時～午後5時に申込書と参加費を持参のうえ、
エブノ泉の森ホール地下事務所前特設受付へ
※申込書、要項などは、エブノ泉の森ホール、レイ
クアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、
市内公民館に設置しています。また、ホームペー
ジからダウンロードもできます。

いずみさの第九コンサート2022
日時　12月11日㈰ 午後2時～（開場：午後1時30分）
場所　エブノ泉の森 大ホール
演奏　泉佐野市民オーケストラ
合唱　一般公募による合唱メンバー、泉佐野市少年少女
合唱団、泉の森Harmony
合唱指導　河田早紀
ピアノ伴奏　道下佳世、岡林純香
指揮　橋本徹雄
ソリスト　田中由也（バリトン）、西垣俊朗（テノール）、
堀口莉絵（アルト）、西村文花（ソプラノ）
主催　泉佐野市教育委員会
共催　泉佐野市文化振興財団
問合先　生涯学習課 （☎469-7132 Fax469-7133）
※申込不要、入場無料

▶
「
三
小
校
区
こ
ど
も
会 

合

同
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
で
、
子

ど
も
た
ち
と
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
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38広報いずみさの 令和4年5月号

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募
を募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース

ふるさと納税を通じた寄付に感謝状を贈呈
　　　3月25日㈮、有限会社 天寿様より、ふるさと納税
を通じた寄付をいただいたことに対し、市長より感謝状の
贈呈がありました。

泉佐野市少年少女合唱団演奏会が開催
　　　3月21日㈷、エブノ泉の森小ホールで「第45回泉
佐野市少年少女合唱団演奏会」がコロナ禍の影響により、
関係者のみの来場という制限を設けて開催されました。
合唱団のみなさんは様々な思いを胸に、積み重ねてきた練
習の成果を披露されました。

市内小学生がスポーツクライミングで優勝
　　　3月31日㈭、昨年11月に行われた「スポーツクラ
イミング第1回ユースフューチャーカップ鉾田」で、ユー
スＤ女子リード競技の部で優勝、ユースＤ女子ボルダリン
グ競技の部で2位に輝いた、日新小学校4年生の西美柚奈
さんが、市長を表敬訪問していただきました。

全国タオル筆で描く絵てがみコンクール展示会
　　　3月17日㈭～21日㈷、エブノ泉の森ホール ギャラ
リーにおいて「第12回 全国タオル筆で描く絵てがみコン
クール」の入賞・入選作品のみが展示されました。今年は、
一般の部924点、こどもの部948点の応募があり、3月19
日㈯には入賞作品の表彰式も行われました。

Show-gakuコンサートが開催　　　3月27日㈰、レイクアルスタープラザ・カワサキ
生涯学習センターで「Show-gakuコンサートvol.13 ～
JAZZ LIVE～」が開催され、泉州出身のアルトサックス
奏者中野ひろしさん率いるカルテットによる演奏のほか、
ビッグバンドによる演奏も披露されました。

ちぬうみ創生神楽祈願祭が開催
　　　3月21日㈷、大木の火走神社において「ちぬうみ創
生神楽祈願祭 比波之里和合の祈り」が開催され、日本遺
産の構成文化財である火走神社を題材にした火之神神楽
「火伏の舞」などが披露されました。また、和楽器デュオ「音
ノ羽 -otonoha-」による演奏も披露されました。

人型ロボット「Pepper」がメッセージを伝達
　　　ICTの推進校である第三小学校の卒業式が行われた
3月16日㈬、コロナ禍で直接メッセージを贈ることが難し
いことから、在校生がプログラムした卒業生への感謝の言
葉が詰まったメッセージを、人型ロボット「Pepper」を
介して贈られました。
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泉の森さくらフェスタ2022が開催されました

　総合文化センター周辺では、今年も桜の開花時
期に花見を楽しむ多くの人で賑わいました。4月
3日㈰には、「泉の森さくらフェスタ2022」がエ
ブノ泉の森ホール マルチスペースなどで開催さ
れ、混声合唱、バトントワリング、吹奏楽、フラ
ダンス、ダンスパフォーマンスなどが披露され、
府立佐野工科高校による出展もありました。
　また今年は、レストラン泉の森において手回し
オルガンの演奏もあり、珍しい楽器から奏でられ
る音楽に、参加者のみなさんは興味津々でした。

バトントワリング

吹奏楽

混声合唱

フラダンス

ダンスパフォーマンス

手回しオルガン

広報いずみさの 令和4年5月号39

いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

泉佐野市プロモーション動画が優秀作品賞を受賞
　　　昨年3月に完成した泉佐野市のプロモーション動画
が、「第4回日本国際観光映像祭」シティプロモーション部
門で優秀作品賞を受賞しました。動画は、YouTube「泉
佐野市公式チャンネル」からも視聴できます。

有限会社ティケイ企画と事業連携協定を締結
　　　3月31日㈭、市役所において、泉佐野産（もん）の
普及と食育の推進及び食品ロスの削減を図ることを目的
に、泉佐野産（もん）をメインとした飲食店「大阪産（も
ん）料理 空」を府内で4店舗展開する有限会社ティケイ企
画と、事業連携協定の締結式が開催されました。

泉佐野市R04.05月号.indb   39 2022/04/22   16:52:49



◀

〠
598-8550 大

阪
府
泉
佐
野
市
市
場
東
1丁
目
1番
1号

（
☎
072-463-1212 Fax072-464-9314）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.izum

isano.lg.jp/

　
編
集
・
発
行
　
泉
佐
野
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
市
民
協
働
部
 自
治
振
興
課

令
和
4（
2022）

年
5月
号

5月
1日
発
行

Ｎ
ｏ
．
809

可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　3月分 約3,432ｔ（前年同月比－4.63－4.63％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
3月末日現在3月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　  98,607人○ 市内人口　  98,607人（（－99－99人）人）
○○ 男　　　　  47,356人 男　　　　  47,356人（（－34－34人）人）
○○ 女　　　　  51,251人 女　　　　  51,251人（（－65－65人人））
○○ 世帯数　　  47,771世帯（+140世帯） 世帯数　　  47,771世帯（+140世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 正午～、木曜日 午後8時～、土
曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30分
の行政情報番組を放送しています。
【5月の主な放送内容（予定）】
●前半： 佐野まちライブラリー ほか
●後半： 新町テニスコート ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

　市民のみなさんに素晴らしい音楽鑑賞の機会を提供するため、日本を代
表するオーケストラ「関西フィルハーモニー管弦楽団」を招き、テレビ番
組などで活躍している、関西フィルハーモニー管弦楽団 首席指揮者の藤
岡幸夫さんの楽しいトーク＆解説で、コロナ禍においても十分な感染症対
策を講じて、良質なフルオーケストラの演奏を楽しんでいただきます。
　コロナ禍の日頃のストレスなどを「関西フィルハーモニー管弦楽団」の
素晴らしい演奏で吹き飛ばしましょう！
日時　8月31日㈬ 午後6時30分～（開場：午後5時30分）
場所　エブノ泉の森 大ホール
演目　●第一部…映画音楽と定番のクラシック曲（威風堂々）他
　　　●第二部…R. コルサコフ： 交響組曲「シェエラザード」
料金　一般：3,000円　中学生以下：1,500円（全席指定）
※未就学児（6歳未満）入場不可
主催　泉佐野市教育委員会
後援　（一財）泉佐野市文化振興財団
チケット販売　5月1日㈰以降にエブノ泉の森ホール事務所で
問合先　エブノ泉の森ホール事務局（☎469-7100）

いずみさの子ども未来応援フェスタ
～子育ち・子育て・親育ちをともに支え、子どもが健やかに成長できるまちいずみさの～

　市民の子育て支援に対する意識を高めるとともに、子育て中の親子の交流や地域交流の促進を図ります。
また、選挙の投票率向上のため、子育て世代を対象とした投票キャンペーンを行います。
日時　5月28日㈯ 午前10時～午後4時
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館
内容
●プラレールのひろば・選挙体験コーナー
プレイランドの他、お気に入りの車両に投票する選挙体験も行います。抽選で人気車両
のプレゼントもあります！
●ワークショップ（手づくり工作体験など）
●子育て相談コーナー（相談員による子育て相談、市内の子育て関連情報の紹介）
●屋内ステージ（人形劇、紙芝居、ミニ映画会など）
問合先　いずみさの子ども未来応援フェスタ事務局（子育て支援課内）
※入場無料 。人数制限をする場合があります。詳しくは市ホームページをご覧ください。

泉佐野市内の小・中・高校の在校生を200組（400人）無料ご招待！
　関西フィルハーモニー管弦楽団の良質な演奏を泉佐野市の子どもたちに楽しんでいただくため、無料で
招待します！
対象　市内の小・中学校、高校に通学する児童・生徒と保護者
定員　200組（400人）
※申込多数の場合は抽選。抽選結果についてはチケットの発送をもってかえさせていただきます。
申込・問合先　5月10日㈫～6月14日㈫（最終日は午後4時まで）に、eメール（shougaku7@city.
izumisano.lg.jp）またはFAX（Fax469-7133）に代表者の氏名、同伴者の氏名、在籍する小・中学校ま
たは高校名、代表者の郵便番号・住所・電話番号を記入のうえ生涯学習課（☎469-7132）へ
※詳しくは市ホームページ（生涯学習課）をご覧ください。夜の公演となるため、小・中学生のみでの申
込はできません。必ず、児童または生徒と保護者の組み合わせで応募してください。

◀
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ⒸSHIN YAMAGISHI

Ⓒs.yamamoto

イベント中止のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、下記のイベントが中止となります。
●日根神社 まくら祭り（渡御のみ中止）
5月4日㈷（宵宮）、5月5日㈷（本宮）の式典については、人数を縮小して開催予定。
問合先　泉佐野市観光協会（まちの活性課内 ☎469-3131）

関西フィルハーモニー管弦楽団　泉佐野公演を開催します！関西フィルハーモニー管弦楽団　泉佐野公演を開催します！
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